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第

六
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
関
す
る
一
考
察

｜
｜
東
京
選
挙
区
に
お
け
る
中
選
挙
区
制
導
入
の
影
響
を
中
心
に
｜
｜

玉

井

y青

第一六回衆議院議員選挙に関する一考察

第
一
章
東
京
一
区
の
場
合

第
二
章
東
京
二
区
の
場
合

第
三
章
東
京
六
区
の
場
合

お
わ
り
に

選
挙
制
度
の
改
正
は
、
候
補
者
の
選
挙
の
戦
い
方
に
変
化
を
迫
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
当
落
を
も
左
右
す
る
場
合
が
あ
る
。
も
と

よ
り
そ
の
影
響
は
、
改
正
の
内
容
に
よ
り
、
あ
る
い
は
各
候
補
者
の
地
盤
や
支
持
母
体
、
競
合
者
の
有
無
等
の
選
挙
区
事
情
に
よ
り
、

種
々
異
な
り
一
様
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
二
月
二

O
日
に
実
施
さ
れ
た
第
一
六
回
衆
議
院
議
員
選
挙
は
、
納
税
資
格
制
限
の
撤
廃
に
よ
る
普
選
導

入
と
小
選
挙
区
制
か
ら
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
を
二
大
骨
子
と
す
る
大
幅
な
選
挙
制
度
改
正
が
行
わ
れ
て
か
ら
、
初
め
て
実
施
さ
れ

た
総
選
挙
で
あ
っ
た
た
め
、
か
か
る
改
正
の
影
響
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
筆
者
は
、
こ
の
第
一
六
回
総
選
挙
、
い
わ
ゆ
る
第
一
回
普

79 
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選
に
際
し
て
作
成
、
利
用
さ
れ
て
き
た
種
々
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
や
ピ
ラ
並
び
に
推
薦
状
を
通
じ
て
窺
う
こ
と
の
で
き
る
選
挙
戦
の
内

（

1
）
 

実
に
つ
い
て
検
証
を
重
ね
て
き
た
。

80 

一
般
に
中
選
挙
区
制
が
対
立
政
党
だ
け
で
な
く
同
一
政
党
内
に
お
け
る
候
補
者
間
の
競
合
を
加

速
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
該
総
選
挙
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
当
時
の
二
大
政
党
で
あ
る
政
友
会
と
民
政
党

（

2
）
 

の
候
補
者
擁
立
過
程
を
中
心
に
追
い
な
が
ら
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
か
か
る
選
挙
区
制
改
正
の
影
響
に
着
目
し
な
が
ら
、
先
の
論
考
で
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
論
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
東
京
一
区
、
二
区
、
六
区
の
事
例
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
各
候
補
者
の
出
馬
や
公
認
の
経
緯
を
追
い
な
が
ら
、
立

候
補
の
挨
拶
状
や
推
薦
状
に
記
さ
れ
た
候
補
者
の
、
地
方
議
会
に
お
け
る
政
歴
、
政
綱
、
支
援
者
名
等
か
ら
窺
え
る
地
盤
と
、
選
挙

の
結
果
、
と
り
わ
け
選
挙
区
内
の
各
地
域
の
得
票
状
況
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
候
補
が
選
挙
区
制
の
改
正
に
対
応
し
、

い
か
な
る
選
挙
運
動
を
展
開
し
て
い
た
か
、
選
挙
戦
の
内
実
を
解
き
明
か
し
て
み
た
い
。

な
お
、
前
稿
同
様
、
考
察
対
象
の
事
例
は
、
当
該
総
選
挙
時
に
作
成
さ
れ
確
認
可
能
な
選
挙
の
ビ
ラ
や
推
薦
状
等
の
文
書
が
残
さ

（

3
）
 

れ
て
い
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章

東
京
一
区
の
場
合

東
京
一
区
は
、
旧
一
区
（
麹
町
区
、
四
谷
区
）
旧
二
区
（
麻
布
区
、
赤
坂
区
）
旧
三
区
（
芝
区
）
、
旧
一
一
区
（
午
込
区
）
（
以
下
、
小

い
ず
れ
も
定
数
一
名
の
四
選
挙
区
が
統
合
さ
れ
、
定
数
五
名
に
な

選
挙
区
制
時
代
の
選
挙
区
を
示
す
場
合
は
、
「
旧
」
を
つ
け
る
）
の
、

っ
た
選
挙
区
で
あ
る
。
大
正
一
五
年
に
内
務
省
は
、
小
選
挙
区
制
下
で
実
施
さ
れ
た
第
一
五
回
総
選
挙
の
得
票
状
況
を
基
礎
に
東
京

一
区
の
各
政
党
会
派
の
勢
力
を
試
算
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
憲
政
会
三
六
%
、
政
友
会
一
七
%
、
政
友
本
党
五
%
、
実
業

同
志
会
五
%
、
新
正
倶
楽
部
一
%
、
旧
革
新
六
%
、
無
所
属
二
三
%
、
其
ノ
他
七
%
で
あ
日
、
同
地
は
憲
政
会
の
後
身
に
位
置
づ
け



ら
れ
る
民
政
党
優
勢
の
地
域
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
こ
の
選
挙
区
に
政
友
会
か
ら
は
、
本
国
義
成
、
立
川
太
郎
、
川
手
忠
義
、
中
村

（

6
）
 

愛
作
の
四
名
が
、
民
政
党
か
ら
も
、
横
山
勝
太
郎
、
瀬
川
光
行
、
三
木
武
吉
、
桜
内
辰
郎
の
四
名
が
出
馬
し
、
こ
の
内
、
民
政
党
四

名
、
政
友
会
一
名
が
当
選
し
た
。

第
一
節

選
挙
区
制
改
正
が
不
利
に
働
い
た
事
例

第一六回衆議院議員選挙に関する一考察

本
節
で
は
、
東
京
一
区
か
ら
出
馬
し
た
候
補
者
の
中
で
、
小
選
挙
区
制
か
ら
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
が
不
利
に
働
い
た
と
考
え
ら

れ
る
政
友
会
の
公
認
候
補
本
田
義
成
の
事
例
に
注
目
し
、
彼
の
選
挙
戦
の
内
実
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

（

7
）

（

8
）
 

政
友
会
の
本
田
義
成
は
、
一
月
二
七
日
に
出
馬
の
届
け
出
を
し
、
同
日
に
公
認
が
出
て
い
る
が
、
か
か
る
公
認
決
定
は
東
京
一
区

の
他
の
い
か
な
る
政
友
会
候
補
に
先
ん
じ
て
い
た
。
こ
う
し
た
早
さ
は
、
政
友
会
の
候
補
者
の
中
で
も
、
次
に
紹
介
す
る
よ
う
な
経

（

9
）
 

歴
と
地
盤
関
係
か
ら
彼
が
有
力
祝
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

（

m）
（

日

）

本
田
は
、
四
谷
区
選
出
の
東
京
府
議
会
議
員
と
東
京
市
議
会
議
員
、
四
谷
区
議
会
議
長
の
経
歴
を
有
し
、
小
選
挙
区
制
の
下
で
行

わ
れ
た
第
一
五
回
総
選
挙
に
お
い
て
国
政
進
出
を
目
指
し
、
無
所
属
候
補
と
し
て
東
京
旧
一
区
よ
り
出
馬
し
初
当
選
し
て
い
た
。
当

選
直
後
の
議
会
内
の
会
派
は
、
中
正
倶
楽
部
で
あ
っ
た
が
、
革
新
倶
楽
部
の
政
友
会
へ
の
合
同
と
と
も
に
中
正
倶
楽
部
の
中
の
多
く

（

ロ

）

の
議
員
も
政
友
会
へ
の
合
流
を
果
た
し
、
本
田
も
そ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
。

第
一
五
回
総
選
挙
に
際
し
て
の
本
田
の
得
票
状
況
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
四
谷
区
と
麹
町
区
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
東
京
旧
一

（日）

区
よ
り
出
馬
し
た
本
田
は
、
右
の
経
歴
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
前
者
を
主
地
盤
に
集
票
し
一
七

O
二
票
を
、
後
者
か
ら
三
三
九
票

を
獲
得
し
、
合
計
二

O
四
六
票
で
当
選
し
た
。
こ
の
総
選
挙
で
は
、
小
選
挙
区
制
下
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
述
す
る
よ
う
に

東
京
旧
一
区
（
定
数
一
名
）
に
は
憲
政
会
よ
り
二
名
の
候
補
が
出
馬
し
た
た
め
、
本
田
は
漁
夫
の
利
を
得
る
結
果
に
な
っ
て
い
た
。

81 
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も
と
も
と
同
選
挙
区
の
有
権
者
は
、
四
谷
区
が
四

O
六
五
人
、
麹
町
区
が
三
三
二
二
人
で
、
合
計
七
三
九
六
人
と
少
な
い
こ
と
も
あ

（

M
）
 

り
、
本
田
は
主
地
盤
と
す
る
四
谷
区
の
半
数
近
く
の
得
票
を
す
る
だ
け
で
当
選
ラ
イ
ン
に
達
し
て
い
た
。

82 

し
か
し
、
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
に
伴
い
、
東
京
一
区
は
、
四
谷
、
麹
町
以
外
に
、
芝
、
麻
布
、
赤
坂
、
牛
込
の
各
区
が
新
た
に

加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
該
選
挙
区
か
ら
出
馬
す
る
候
補
者
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
の
集
票
に
も
努
め
る
必
要
が
出
て
き
た
。
し
か

も
、
本
田
が
主
地
盤
と
す
る
四
谷
区
以
外
の
地
域
は
大
票
田
区
が
多
く
、
中
選
挙
区
制
の
導
入
に
よ
り
同
区
の
有
権
者
数
は
、
東
京

（日）

一
区
の
一
割
余
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
選
挙
区
事
情
も
あ
り
、
大
正
一
五
年
の
内
務
省
調
査
に
お
い
て
、
次
期

総
選
挙
の
政
友
会
候
補
と
し
て
本
田
の
名
前
は
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
名
望
と
信
用
に
関
し
て
は
「
四
谷
区
及
麹
町
区
ノ
一
部
ニ
ア

（日）

リ
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
当
落
不
明
」
と
予
測
さ
れ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
な
選
挙
区
制
改
正
の
影
響
か
ら
、
本
田
が
当
選
す
る
た
め
に
は
前
回
総
選
挙
で
は
得
票
の
少
な
か
っ
た
旧
一
区
の
麹

町
は
も
と
よ
り
、
他
の
選
挙
区
で
あ
っ
た
隣
接
地
域
へ
の
進
出
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
本
田
を
支
援
す
る
牛
込
住
人
に

よ
る
推
薦
状
に
は
、
そ
う
し
た
事
情
が
解
説
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
従
前
本
田
は
、
四
谷
を
根
拠
地
に
し
て
同
地
に
お
い
て
は

優
勢
で
あ
る
が
、
四
谷
の
有
権
者
数
は
、
午
込
の
半
数
し
か
な
い
の
で
隣
接
区
で
あ
る
牛
込
か
ら
の
応
援
が
必
要
で
あ
る
旨
を
記
し
、

（口）

支
持
を
要
請
し
て
い
た
。
こ
の
推
薦
状
が
指
摘
す
る
通
り
、
第
一
六
回
総
選
挙
に
お
け
る
有
権
者
数
は
、
四
谷
区
の
一
万
三
八
二
八

人
に
比
し
牛
込
区
は
二
万
二
五
二
二
人
と
一
・
六
倍
で
あ
る
た
め
、
隣
接
す
る
午
込
の
大
票
田
は
魅
力
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
の
集
票

（日）

が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
新
聞
は
、
本
田
は
四
谷
の
地
盤
を
固
め
麻
布
へ
の
食
込
み
も
ね
ら
い
成
果
が
あ
り
そ
う
と
し
、

（四）

四
谷
を
超
え
る
一
万
六
O
O
四
名
の
有
権
者
を
抱
え
る
麻
布
へ
の
進
出
を
果
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
報
じ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
投
票
直
後
、
警
視
庁
の
調
査
報
告
に
基
づ
き
政
府
陣
営
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
東
京
選
挙
区
の
当
落
予
想
を
新
聞
は
伝
え
て

（却）

い
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
本
田
の
当
選
は
確
実
視
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
選
挙
の
結
果
、
本
田
は
次
点
に
止
ま
る
こ
と
に
な
る
。
得
票
状
況
か
ら
本
田
落
選
の
一
因
を
考
察
し
て
み
る
と
、
本
田



が
四
谷
以
外
の
地
域
へ
の
進
出
に
必
ず
し
も
成
功
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
田
の
各
区
別
得
票
状
況
を
見
る
と
、
小
選

挙
区
制
下
で
主
地
盤
と
し
て
い
た
四
谷
（
総
得
票
数
・
一
万
八
三
O
票
）
よ
り
三
九
八
七
票
（
得
票
率
・
三
七
%
）
を
獲
得
し
た
も
の

の
、
そ
れ
以
外
は
、
麹
町
（
総
・
六
六
九
三
票
）
よ
り
六

O
五
票
（
九
%
）
、
麻
布
（
総
・
一
万
一
二
七
七
票
）
よ
り
七
一
六
票
（
六
%
）
、

赤
坂
（
総
・
七
三
五
一
票
）
よ
り
九
九
三
票
（
一
四
%
）
、
芝
（
総
・
二
万
二
五
四
二
票
）
よ
り
五
一
四
票
（
二
%
）
、
牛
込
（
総
・
一
万

八
O
四
五
票
）
よ
り
二
九
五
票
（
二
%
）
を
、
各
々
獲
得
し
て
い
た
。
得
票
率
で
二
桁
以
上
を
示
し
て
い
る
の
は
、
四
谷
以
外
に
は

赤
坂
だ
け
で
あ
っ
た
。

先
に
示
し
た
推
薦
状
が
目
指
し
て
い
た
牛
込
区
へ
の
進
出
に
注
目
す
る
と
、
同
区
か
ら
の
得
票
は
、
二
九
五
票
に
止
ま
り
惨
敗
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
牛
込
区
で
は
、
政
友
会
か
ら
同
地
を
主
地
盤
と
す
る
公
認
の
立
川
太
郎
が
立
ち
、
さ
ら

第一六回衆議院議員選挙に関する一考察

に
午
込
区
へ
の
進
出
を
目
指
す
中
村
愛
作
も
政
友
会
よ
り
出
馬
し
た
た
め
、
彼
等
自
党
候
補
者
と
競
合
し
、
同
地
と
地
縁
関
係
の
薄

い
本
田
が
食
い
込
む
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
牛
込
区
は
、
対
立
政
党
で
あ
る
民
政
党
の
有
力
者
三
木
武
吉
が

（幻）

確
固
と
し
た
地
盤
を
構
築
し
て
い
る
地
域
で
も
あ
っ
た
た
め
、
本
田
の
同
区
へ
の
進
出
は
さ
ら
に
困
難
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
選
挙
区
制
の
改
正
は
、
本
田
の
よ
う
に
旧
選
挙
区
に
お
い
て
主
地
盤
と
し
て
き
た
地
域
が
多
数
の
有
権
者
を
抱

え
て
い
な
い
場
合
、
他
地
域
へ
の
進
出
が
必
要
不
可
欠
に
な
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
地
域
に
対
立
政
党
だ
け
で
な
く
自
党
候
補
者
に

も
有
力
候
補
が
い
た
場
合
、
進
出
は
困
難
で
あ
り
落
選
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
節

選
挙
区
制
改
正
が
有
利
に
働
い
た
事
例

本
節
で
は
、
前
節
に
示
し
た
本
田
と
は
対
照
的
に
、
小
選
挙
区
制
か
ら
中
選
挙
区
制
へ
の
変
更
が
、
当
選
へ
の
可
能
性
を
高
め
る

こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
政
友
会
の
公
認
候
補
立
川
太
郎
の
事
例
に
注
目
し
、
彼
の
選
挙
戦
の
内
実
に
関
し
考
察
を
加
え
て
み

83 
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（お）

午
込
区
選
出
の
東
京
市
議
の
経
歴
を
有
す
る
立
川
は
、
小
選
挙
区
制
下
の
第
一
四
回
、

る
東
京
旧
一
一
区
（
定
数
一
名
）
よ
り
出
馬
す
る
が
、
い
ず
れ
も
落
選
し
て
い
た
。
立
川
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
の
は
、
同
じ
選
挙

一
五
回
総
選
挙
に
、
同
地
を
選
挙
区
と
す

区
に
お
い
て
対
立
政
党
で
あ
る
憲
政
会
か
ら
出
馬
す
る
有
力
候
補
三
木
武
吉
で
あ
っ
た
。
第
一
四
回
総
選
挙
で
は
、
三
木
が
当
選
し

立
川
は
三
位
、
第
一
五
回
総
選
挙
で
は
、
事
実
上
三
木
と
の
一
騎
打
ち
に
な
る
が
、
三
木
が
三
四
四
三
票
、
立
川
が
二
七
九
九
票
で

（

M
）
 

落
選
し
た
。
小
選
挙
区
制
下
に
お
い
て
、
三
木
の
存
在
は
立
川
の
当
選
の
前
に
大
き
く
立
ち
は
だ
か
る
壁
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
立
川
は
大
正
一
五
年
の
内
務
省
調
査
に
お
い
て
第
一
六
回
総
選
挙
の
政
友
会
予
想
候
補
者
と
し
て
名
前
が
上
げ
ら
れ
、

（お）

「
路
店
商
人
ヲ
背
景
ト
シ
テ
午
込
区
内
ニ
相
当
信
望
ア
リ
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
「
当
選
不
明
」
と
予
測
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
小
選
挙
区
制
か
ら
中
選
挙
区
制
へ
の
選
挙
区
制
の
改
正
は
、
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
ず
し
て
当
選
を
果
た
す
途
を
立
川
に

開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
、
こ
の
こ
と
を
検
証
し
て
み
た
い
。

第
一
六
回
総
選
挙
に
際
し
て
も
、
立
川
が
午
込
を
主
地
盤
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
彼
の
選
挙
文
書
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
牛
込
自
治
会
と
午
込
自
治
会
議
員
会
名
の
立
川
の
推
薦
状
が
作
成
さ
れ
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
彼
の
肩
書
き
や
略
歴
に
は
、

（

部

）

（

訂

）

午
込
区
議
会
議
員
や
牛
込
自
治
副
会
長
と
い
う
牛
込
に
関
連
し
た
役
職
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
牛
込
地
区
住
民
連
名
の
、

（却）

あ
る
い
は
立
川
が
名
誉
顧
問
を
務
め
思
人
で
も
あ
る
と
記
さ
れ
た
牛
込
地
区
の
神
楽
坂
美
容
術
組
合
名
の
、
推
薦
状
も
作
成
さ
れ
彼

の
主
地
盤
が
午
込
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
一
六
回
総
選
挙
に
際
し
立
川
は
、
右
に
指
摘
し
た
よ
う
に
自
ら
主
地
盤
と
す
る
午
込
区
か
ら
六
四
六
四
票
を
獲
得
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
得
票
は
、
対
立
政
党
民
政
党
の
三
木
の
六
六
一
五
票
の
下
位
に
あ
っ
た
た
め
、
小
選
挙
区
制
が
継
続
し
て
い
た
な
ら

ば
、
前
二
回
の
選
挙
同
様
、
立
川
は
三
木
の
前
に
惜
敗
を
喫
す
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
田
の
場
合
と
同
様
、
小
選
挙
区
制
か
ら
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
は
、
立
川
に
も
牛
込
区
以
外
へ
の
進
出
を
迫
る
こ
と
に



（却）

な
っ
た
が
、
第
一
六
回
総
選
挙
に
お
け
る
立
川
の
各
区
の
得
票
状
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
小
選
挙
区
制
下
で
立
川
の
選
挙
区
で

あ
っ
た
牛
込
（
総
得
票
数
・
一
万
八
O
四
五
票
）
か
ら
は
既
述
の
よ
う
に
六
四
六
四
票
（
得
票
率
・
三
六
%
）
を
獲
得
し
た
も
の
の
、

そ
れ
以
外
は
、
麹
町
（
総
・
六
六
九
三
票
）
よ
り
二
六
三
票
（
四
%
）
、
芝
（
総
・
二
万
二
五
四
二
票
）
よ
り
四
四
四
票
（
二
%
）
、
麻
布

（
総
・
一
万
一
二
七
七
票
）
よ
り
八
七
四
票
（
七
%
）
、
赤
坂
（
総
・
七
三
五
一
票
）
よ
り
二
四
九
票
（
三
%
）
、
四
谷
（
総
・
一
万
八
三
O

票
）
よ
り
一
六
五
票
（
二
%
）
と
、
牛
込
以
外
の
得
票
率
は
い
ず
れ
も
一
桁
台
に
止
ま
り
殆
ど
得
票
で
き
ず
本
田
同
様
に
隣
接
地
域

を
含
め
た
進
出
に
は
必
ず
し
も
成
功
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
主
地
盤
と
す
る
区
か
ら
の
得
票
率
に
つ
い
て
は
本
田
の
三

第一六回衆議院議員選挙に関する一考察

七
%
に
対
し
、
立
川
の
三
六
%
と
差
異
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
落
の
明
暗
を
分
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
有
権
者
数

で
あ
っ
た
。
立
川
が
八
四
五
九
票
を
獲
得
し
四
位
当
選
で
き
た
の
は
、
自
己
の
得
票
の
約
七
五
%
を
占
め
た
牛
込
区
が
大
票
田
で
あ

り
、
そ
れ
が
立
川
を
当
選
ラ
イ
ン
に
押
し
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
選
挙
区
制
下
な
ら
ば
三
木
と
の
競
争
に
負
け
落

選
し
て
い
た
が
、
中
選
挙
区
制
に
な
り
三
木
と
の
対
決
が
当
落
に
直
結
す
る
こ
と
が
回
避
さ
れ
、
し
か
も
立
川
の
主
地
盤
と
す
る
牛

込
が
大
票
田
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
得
票
数
が
多
く
こ
れ
を
基
礎
に
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
は
、
立
川
に
当
選
の
途
を
開
い
た
の
で
あ
る
が
、
他
方
に
お
い
て
自
党
候
補
者
と
の
競
争
に

晒
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
彼
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
立
川
が
主
地
盤
と
す
る
牛
込
区
に
お
い
て
競
合
す
る
可
能

性
の
あ
る
中
村
愛
作
の
政
友
会
か
ら
の
出
馬
に
は
神
経
を
尖
ら
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
立
川
の
脅
威
に
な
る
中

村
の
動
向
に
つ
い
て
若
干
論
及
し
て
お
き
た
い
。

（却）

ま
ず
、
中
村
に
つ
い
て
は
、
政
友
会
よ
り
起
つ
と
の
説
が
あ
る
が
未
定
と
新
聞
で
観
測
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
早
期
よ
り
政
友
会
か

（幻）

ら
の
出
馬
が
確
実
視
さ
れ
た
候
補
で
は
な
か
っ
た
。
中
村
の
立
候
補
の
届
け
出
は
一
月
コ
二
日
で
あ
り
、
彼
に
公
認
の
出
た
の
は
二

（

担

）

（

犯

）

月
八
日
で
あ
っ
た
。
東
京
一
区
の
政
友
会
の
他
の
候
補
者
の
立
候
補
の
届
け
出
は
、
川
手
忠
義
が
一
月
二
四
日
で
あ
り
、
既
述
の
よ

85 

う
に
本
田
と
立
川
は
一
月
二
七
日
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
中
村
は
最
後
の
出
馬
で
あ
っ
た
。
中
村
の
出
馬
後
に
こ
れ
を
伝
え
る
新
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（担）

聞
は
、
彼
を
政
友
会
の
新
人
と
し
て
紹
介
し
て
い
た
が
、
二
月
八
日
の
中
村
の
公
認
決
定
は
、
本
田
義
成
の
一
月
二
七
日
、
川
手
忠

（部）

義
の
同
二
八
日
、
立
川
の
二
月
四
日
に
比
し
て
、
一
番
遅
れ
た
。

86 

こ
れ
ら
立
候
補
の
届
け
出
と
公
認
の
経
緯
を
見
る
と
、
東
京
一
区
の
政
友
会
は
、
自
党
の
勢
力
に
鑑
み
共
倒
れ
を
避
け
る
た
め
に

も
、
集
票
地
域
が
重
な
る
可
能
性
の
あ
る
立
川
と
中
村
の
一
本
化
を
図
り
た
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
既
述
の
よ
う
に

（部）

本
田
は
旧
一
区
の
四
谷
を
中
心
と
す
る
地
域
か
ら
の
集
票
を
、
川
手
は
旧
三
区
の
芝
区
を
中
心
と
す
る
集
票
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

（訂）

公
認
の
日
時
を
考
慮
す
る
と
、
政
友
会
と
し
て
は
中
村
の
出
馬
辞
退
を
望
ん
で
い
た
も
の
の
、
党
内
で
中
村
を
推
す
勢
力
が
あ
り
こ

（泊）

れ
を
背
景
に
彼
が
立
候
補
の
届
け
出
を
強
行
し
、
党
も
こ
れ
を
追
認
し
公
認
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

政
友
会
内
に
お
け
る
中
村
擁
立
の
気
運
は
、
例
え
ば
午
込
に
地
縁
を
有
す
る
関
係
者
の
次
の
よ
う
な
推
薦
状
を
通
じ
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
中
村
が
出
馬
を
決
意
し
た
も
の
の
未
だ
政
友
会
の
公
認
を
得
て
い
な
い
二
月
二
日
の
時
点
で
、
立
憲
政

（却）

友
午
込
倶
楽
部
は
彼
の
推
薦
を
決
定
し
、
同
倶
楽
部
名
の
推
薦
状
を
作
成
し
て
い
た
。
同
倶
楽
部
の
会
長
に
は
、
政
友
会
の
関
東
地

域
の
有
力
代
議
士
で
あ
っ
た
粕
谷
義
ヨ
が
就
き
、
役
員
一
同
と
し
て
前
職
、
元
職
の
政
友
会
系
代
議
士
の
名
前
が
連
ね
ら
れ
て
人
間
。

こ
の
推
薦
状
の
中
で
は
、
中
村
が
午
込
弁
天
町
に
居
を
構
え
選
挙
区
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
が
誕
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
彼
は
、

大
票
田
で
も
あ
る
牛
込
を
有
力
な
集
票
地
域
と
し
て
選
挙
運
動
を
展
開
し
て
い
た
と
推
断
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
動
向
に
鑑
み
れ
ば
、
中
村
の
出
馬
は
、
午
込
を
主
地
盤
と
し
該
地
域
か
ら
の
集
票
を
期
待
す
る
立
川
に
は
脅
威
に
な
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
新
聞
も
観
測
し
、
立
川
は
牛
込
地
区
を
地
盤
と
す
る
政
友
会
公
認
の
中
村
愛
作
が
出
馬
し

（位）

た
た
め
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
両
者
と
も
午
込
以
外
の
地
域
へ
の
猛
烈
な
進
出
を
試
み
て
い
る
、
と
伝
え
て
い
た
。
も

っ
と
も
、
こ
の
記
事
の
中
で
は
、
中
村
は
新
顔
ゆ
え
ど
こ
ま
で
牛
込
で
得
票
で
き
る
か
は
疑
問
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
指
摘
通
り

（却）

彼
は
午
込
よ
り
五
三
四
票
し
か
獲
得
で
き
ず
、
立
川
の
地
盤
に
食
込
む
こ
と
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
立
川
は
、
小
選
挙
区
制
時
代
と
は
異
な
り
自
党
候
補
と
の
競
争
に
晒
さ
れ
る
も
の
の
、
競
合
者
と
し
て
の
中
村
の
力



が
必
ず
し
も
強
く
な
か
っ
た
た
め
、
従
前
の
選
挙
で
選
挙
区
に
し
て
い
た
大
票
田
牛
込
の
票
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、

中
選
挙
区
制
下
に
お
い
て
は
、
午
込
に
お
い
て
た
と
え
民
政
党
三
木
の
後
塵
を
拝
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
当
選
す
る
こ
と
が
で
き

（叫）

た
の
で
あ
る
。

第
三
節

同
一
政
党
候
補
者
間
に
お
け
る
地
盤
調
整

第一六回衆議院議員選挙に関する一考察

以
上
、
東
京
一
区
の
政
友
会
候
補
者
に
つ
い
て
、
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
が
選
挙
結
果
の
明
暗
を
分
け
た
対
照
的
な
二
事
例
に
つ

い
て
紹
介
し
た
が
、
同
選
挙
区
の
民
政
党
候
補
者
に
関
し
て
は
、
有
権
者
に
配
布
す
る
推
薦
状
の
中
に
候
補
者
同
士
の
地
盤
調
整
を

公
に
し
た
内
容
を
確
認
で
き
る
の
で
、
本
節
で
は
か
か
る
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

民
政
党
候
補
者
三
木
武
吉
は
、
同
じ
選
挙
区
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
党
の
新
人
候
補
瀬
川
光
行
の
た
め
に
推
薦
状
を
書
き
、

（必）

そ
の
中
で
、
特
定
の
地
域
の
有
権
者
に
対
し
自
ら
へ
の
投
票
を
控
え
瀬
川
へ
投
票
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
東
京
一
区

は
、
既
述
の
通
り
、
麹
町
、
四
谷
、
麻
布
、
赤
坂
、
芝
、
牛
込
の
各
区
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
該
推
薦
状
に
お
い
て
三
木
は
、

牛
込
、
麻
布
、
芝
の
有
志
の
同
情
に
よ
り
自
分
は
当
選
ラ
イ
ン
を
越
え
て
い
る
の
で
、
麹
町
、
四
谷
、
赤
坂
、
の
同
志
は
自
分
で
は

な
く
瀬
川
に
投
票
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
た
。
新
聞
も
、
三
木
が
午
込
で
他
の
候
補
に
比
し
断
然
優
勢
で
あ
る
た
め
、
三
木
が
開
拓

（紛）

し
た
麹
町
、
四
谷
、
赤
坂
の
地
盤
を
瀬
川
へ
譲
渡
し
た
結
果
、
瀬
川
が
選
挙
戦
を
有
利
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。

（幻）

瀬
川
は
、
東
京
市
議
会
議
員
を
経
て
、
第
一
五
回
総
選
挙
で
国
政
進
出
を
目
指
し
、
旧
一
区
（
四
谷
、
麹
町
）
よ
り
憲
政
会
候
補

と
し
て
出
馬
し
た
。
候
補
者
調
整
の
失
敗
か
ら
小
選
挙
区
制
下
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
会
よ
り
久
保
三
友
も
出
馬
し
た
結
果
、

（必）

憲
政
会
の
二
候
補
は
共
倒
れ
で
落
選
し
、
既
述
の
よ
う
に
政
友
会
の
本
田
義
成
が
漁
夫
の
利
を
得
て
当
選
し
た
。
こ
う
し
た
経
歴
を

有
す
る
た
め
、
大
正
一
五
年
の
内
務
省
調
査
に
よ
る
次
期
総
選
挙
予
想
候
補
に
も
瀬
川
は
挙
げ
ら
れ
、
「
四
谷
区
及
麹
町
区
ノ
一
部

87 
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（
柏
崎
）

ニ
」
信
望
あ
り
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
「
当
落
不
明
」
と
予
想
さ
れ
て
い
た
。
三
木
の
推
薦
状
は
、
そ
の
内
容
か
ら
し
て
瀬
川
の
当
選

が
危
倶
さ
れ
た
選
挙
戦
後
半
に
作
成
撒
布
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
一
政
党
の
他
候
補
へ
の
票
の
誘
導
を
公
に
し
て
い
る

点
で
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
第
一
六
回
総
選
挙
に
お
け
る
三
木
の
得
票
状
況
を
見
る
と
、
麹
町
二
二
九
票
、
四
谷
四
五
票
、

（

印

）

赤
坂
一
三
二
票
で
あ
り
、
三
木
が
自
ら
へ
の
投
票
自
粛
を
呼
び
か
け
た
地
域
か
ら
票
は
出
て
い
な
い
。

88 

こ
れ
に
対
し
瀬
川
は
、
四
谷
区
よ
り
四
六
七
六
票
、
麹
町
区
よ
り
二
二
六
一
票
、
赤
坂
区
よ
り
一
八
五
三
票
、
と
堅
実
に
票
を
伸

（日）

ば
し
二
位
当
選
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
選
挙
結
果
に
鑑
み
る
時
、
一
二
木
が
同
じ
選
挙
区
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
瀬

川
の
推
薦
状
を
書
く
だ
け
で
な
く
、
そ
の
中
で
自
ら
の
票
を
瀬
川
へ
誘
導
し
て
い
た
こ
と
は
、
右
三
区
に
お
け
る
民
政
党
票
の
分
散

を
最
小
限
に
抑
え
瀬
川
へ
の
集
約
に
少
な
か
ら
ぬ
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
選
挙
後
に
掲
載
さ
れ
た
当
選
者
瀬
川

の
人
物
紹
介
の
中
で
も
、
そ
の
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
三
木
を
国
政
に
送
り
出
し
た
の
は
瀬
川
で
あ
っ（臼）

た
た
め
、
三
木
は
瀬
川
を
当
選
さ
せ
る
一
心
で
、
麹
町
や
赤
坂
の
票
の
大
部
分
を
瀬
川
に
譲
り
一
万
票
を
作
っ
た
、
と
紹
介
さ
れ
た
。

同
じ
選
挙
区
で
、
瀬
川
と
主
要
集
票
地
域
が
競
合
し
た
先
述
の
政
友
会
の
本
田
義
成
の
夫
人
も
新
聞
紙
上
に
お
い
て
、
三
木
の
後
援

を
受
け
た
瀬
川
の
攻
勢
の
前
に
本
田
は
孤
立
し
苦
戦
し
た
と
、
夫
の
敗
戦
理
由
と
し
て
瀬
川
に
対
す
る
三
木
の
支
援
を
指
摘
し
て
い

（臼）た
。
実
際
、
瀬
川
と
本
田
の
各
区
の
得
票
を
比
較
し
て
み
る
と
、
瀬
川
は
、
四
谷
に
お
い
て
四
六
七
六
票
を
獲
得
し
本
田
の
三
九
八

七
票
を
圧
し
、
そ
れ
以
外
の
麹
町
に
お
い
て
も
、
瀬
川
の
二
二
六
一
票
に
対
し
本
田
の
六

O
五
票
、
赤
坂
は
、
瀬
川
の
一
八
五
三
票

（

同

）

い
ず
れ
も
本
田
を
上
回
る
得
票
に
成
功
し
て
い
た
。

に
対
し
本
田
は
九
九
三
票
と
、

本
来
、
選
挙
戦
に
お
い
て
自
陣
営
に
当
選
確
実
の
ム

l
ド
を
醸
成
さ
せ
る
言
動
を
候
補
者
自
身
が
行
う
こ
と
は
戒
め
ら
れ
る
べ
き

で
あ
っ
た
が
、
三
木
は
敢
え
て
そ
の
禁
忌
を
犯
す
行
為
を
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
な
三
木
の
瀬
川
の
思
義
に
報

い
る
私
的
理
由
と
と
も
に
、
選
挙
後
半
戦
に
な
り
選
挙
の
手
応
え
を
感
じ
当
選
へ
の
自
信
を
深
め
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
牛
込
に

（日）

固
い
地
盤
を
持
つ
三
木
は
、
大
正
一
五
年
の
内
務
省
調
査
で
も
、
次
期
総
選
挙
の
東
京
一
区
の
民
政
党
予
定
候
補
者
と
し
て
名
前
が



（回）

上
げ
ら
れ
、
「
牛
込
区
内
四
谷
区
ノ
一
部
ニ
相
当
信
望
ア
リ
」
と
し
「
当
選
確
実
」
と
予
測
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
三
木
の
場

合
も
、
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
に
伴
い
、
午
込
の
得
票
だ
け
で
は
当
選
ラ
イ
ン
に
は
必
ず
し
も
達
し
な
い
可
能
性
が
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
三
木
は
、
前
出
の
瀬
川
の
推
薦
状
の
中
で
言
及
し
て
い
た
よ
う
に
、
牛
込
以
外
に
麻
布
と
芝
に
お
け
る
票
の
加
算
を
目
指

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
三
木
の
推
薦
状
の
中
に
芝
区
に
特
化
し
、
そ
の
有
権
者
を
対
象
と
す
る
も
の
が
作

（

貯

）

（

回

）

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
一
端
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

選
挙
の
結
果
、
三
木
は
三
位
当
選
を
果
た
し
た
が
、
三
木
が
支
援
し
た
瀬
川
は
新
人
な
が
ら
三
木
を
超
え
る
票
を
獲
得
し
二
位
で

の
当
選
を
果
た
し
た
。
こ
の
選
挙
結
果
だ
け
を
見
る
と
、
皮
肉
な
こ
と
に
三
木
は
自
ら
の
得
票
を
上
回
る
ほ
ど
の
瀬
川
支
援
に
奔
走

し
た
こ
と
に
な
る
。
両
者
と
も
上
位
で
の
当
選
で
あ
っ
た
た
め
問
題
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
仮
に
、
当
落
ラ
イ
ン
上
で
あ
っ
た
な
ら

ば
、
三
木
は
自
ら
の
得
票
を
他
候
補
に
誘
導
す
る
推
薦
状
を
撒
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
落
選
の
憂
き
目
を
見
る
可
能
性
も
あ
っ

た。

第一六回衆議院議員選挙に関する一考察

以
上
、
本
章
で
は
東
京
一
区
の
候
補
者
の
事
例
研
究
を
通
じ
、
小
選
挙
区
制
か
ら
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
が
、
旧
来
の
地
盤
の
有

権
者
規
模
や
対
立
政
党
の
候
補
者
と
の
関
係
か
ら
選
挙
結
果
の
明
暗
を
分
け
る
こ
と
に
な
っ
た
政
友
会
の
公
認
二
候
補
に
着
目
し
、

彼
等
の
選
挙
戦
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
中
選
挙
区
制
導
入
が
、
同
一
政
党
候
補
者
間
の
競
合
の
度
合
い
を
強
め
た
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
と
は
逆
に
同
一
政
党
の
候
補
者
間
の
地
盤
の
調
整
を
行
わ
せ
て
い
た
こ
と
を
民
政
党
の
事
例
を
通
じ
て
確
認
し
た
。

第
二
章

東
京
二
区
の
場
合

89 

本
章
が
考
察
対
象
と
す
る
東
京
二
区
は
、
旧
八
区
（
神
田
、
下
谷
・
定
数
三
名
）
、
旧
九
区
（
本
郷
・
定
数
一
名
）
、
旧
一

O
区
（
小
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石
川
・
定
数
一
名
）
が
統
合
さ
れ
、
定
数
五
名
に
な
っ
た
選
挙
区
で
あ
る
。
大
正
一
五
年
の
内
務
省
調
査
は
、
同
選
挙
区
の
党
派
別

勢
力
を
、
憲
政
会
三
三
%
、
政
友
会
二
五
%
、
政
友
本
党
四
%
、
実
業
同
志
会
三
%
、
新
正
倶
楽
部
四
%
、
旧
革
新
三
%
、
無
所
属

二
六
%
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
憲
政
会
の
後
身
で
あ
る
民
政
党
が
若
干
優
位
な
選
挙
区
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
こ
に
、
政
友
会
か

ら
は
、
鳩
山
一
郎
と
矢
野
鉱
吉
の
前
職
二
名
が
立
ち
、
両
名
に
公
認
が
出
て
い
る
。
他
に
政
友
会
系
と
し
て
は
、
公
認
は
出
な
か
っ

（印）

た
が
一
時
引
退
を
表
明
し
て
い
た
旧
国
民
党
・
旧
革
新
倶
楽
部
系
の
古
島
一
雄
が
出
馬
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
民
政
党
は
、
中

島
弥
団
次
、
小
瀧
辰
雄
、
赤
塚
五
郎
の
三
名
の
新
人
が
立
ち
、
こ
の
三
名
に
公
認
が
出
て
、
政
友
会
と
民
政
党
は
各
二
名
の
当
選
者

（印）

を
出
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
該
選
挙
区
の
政
友
会
の
勢
力
状
況
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
同
党
が
前
職
二
名
に
公
認
を
絞
っ
た
こ
と

は
堅
実
な
判
断
と
い
え
た
。
以
下
、
東
京
二
区
の
政
友
会
の
動
向
を
、
同
党
の
公
認
候
補
二
名
に
注
目
し
な
が
ら
順
次
考
察
を
加
え

90 

て
い
き
た
い
。

（臼）

矢
野
鉱
吉
は
、
大
正
四
、
八
年
の
東
京
府
議
会
議
員
選
挙
に
当
選
し
、
東
京
市
会
議
員
選
挙
に
は
、
大
正
三
年
よ
り
出
馬
し
当
落

（

位

）

（

臼

）

を
繰
返
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
選
挙
区
は
、
い
ず
れ
も
下
谷
区
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
矢
野
は
、
東
京
府
議
会
、
東
京
市
議
会

に
下
谷
区
か
ら
出
馬
を
重
ね
地
盤
を
養
成
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
基
礎
に
国
政
へ
の
進
出
を
試
み
、
神
田
区
と
下
谷
区
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
東
京
旧
八
区
（
定
数
三
名
）
か
ら
政
友
会
候
補
と
し
て
、
第
一
四
回
総
選
挙
に
出
馬
し
五
位
で
落
選
す
る
が
、
第
一
五
回
総
選

挙
で
は
、
二
位
当
選
を
果
た
し
て
い
た
。
第
一
五
回
総
選
挙
に
お
い
て
獲
得
し
た
一
二
二
五
票
の
各
区
の
内
訳
を
見
る
と
、
下
谷
か

（倒）

ら
一
九
三
四
票
、
神
田
か
ら
一
九
一
票
と
、
矢
野
の
主
地
盤
が
下
谷
区
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
彼
の
選
挙
文
書
も
そ
れ
を
裏

付
け
て
い
た
。

ま
ず
矢
野
が
選
挙
用
に
作
成
し
た
名
刺
や
推
薦
状
、
そ
れ
に
付
さ
れ
た
略
歴
を
見
る
と
、
彼
の
選
挙
本
部
は
下
谷
区
坂
本
町
に
置

（臼）

か
れ
、
現
職
の
東
京
市
会
議
員
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
前
職
と
し
て
「
東
京
府
議
会
議
長
」
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
「
下
谷
区
学
務
委

員
長
」
や
「
下
谷
区
会
議
長
」
の
肩
書
き
も
強
調
さ
（
問
、
彼
の
地
盤
が
下
谷
区
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
、
矢
野
が
立
候



補
宣
言
と
と
も
に
記
し
た
政
見
の
要
旨
か
ら
も
、
か
か
る
下
谷
の
地
域
特
性
を
反
映
し
た
内
容
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
「
庶
民
金
融
機
関
の
特
設
」
「
中
小
工
業
救
済
資
金
の
融
通
」
「
居
住
権
の
確
認
」
「
家
賃
地
代
の
値
下
げ
」
と
、
地
元
の
中
小
商

工
業
者
や
借
家
人
等
を
意
識
し
た
項
目
が
並
び
、
末
尾
に
は
地
元
商
店
街
の
意
向
を
受
け
て
か
「
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
ー
に
対

（町）

す
る
特
別
課
税
」
が
太
字
で
記
さ
れ
て
い
た
。

（槌）

こ
う
し
た
地
盤
を
持
つ
矢
野
は
、
前
職
の
強
み
か
ら
解
散
直
後
よ
り
東
京
二
区
の
政
友
会
候
補
と
し
て
名
前
が
挙
が
り
、

（

ω）
 

七
日
と
い
う
比
較
的
早
期
に
同
党
の
公
認
を
得
て
い
た
。

月

第一六回衆議院議員選挙に関する一考察

と
こ
ろ
で
、
普
選
導
入
に
よ
り
東
京
二
区
を
構
成
す
る
各
区
の
有
権
者
数
は
、
次
の
よ
う
に
増
加
し
た
。
す
な
わ
ち
、
神
田
は
、

四
九
五
四
人
か
ら
二
万
一
二
三
三
人
へ
、
下
谷
は
、
六
五
二
九
人
か
ら
三
万
一
九
三
三
人
へ
、
本
郷
は
、
八
九
五
九
人
か
ら
二
万
二

（河）

九
七
三
人
へ
、
小
石
川
は
、
九
五

O
一
人
か
ら
二
万
七
三
四
二
人
へ
と
増
加
し
て
い
た
。
矢
野
が
主
地
盤
と
し
て
き
た
下
谷
区
は
、

普
通
導
入
以
後
、
か
か
る
四
区
の
中
で
最
も
多
く
の
有
権
者
を
抱
え
る
地
域
に
な
っ
た
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
の
集
票
に
頼
る
だ
け
で

当
選
ラ
イ
ン
に
達
す
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
大
正
一
五
年
の
内
務
省
調
査
が
第
二
区
の
政
友
会
候
補
者
と
し

て
矢
野
を
挙
げ
、
「
下
谷
区
内
ニ
相
当
信
望
ア
リ
」
と
し
な
が
ら
も
「
当
落
不
明
」
と
予
想
し
て
い
た
の
は
、
そ
れ
を
物
語
っ
て
い

（

η）
 

た。

（花）

ま
た
、
矢
野
は
、
選
挙
資
金
に
恵
ま
れ
た
候
補
者
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
は
彼
の
出
馬
の
届
け
出
と
公
認
の
経
緯
か

ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
矢
野
に
は
一
月
二
七
日
に
政
友
会
の
公
認
が
出
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が
正

（均）

式
に
出
馬
の
届
け
出
を
し
た
の
は
二
月
二
日
で
あ
っ
た
。
政
党
の
公
認
を
待
た
ず
し
て
、
出
馬
の
届
け
出
を
先
に
し
て
し
ま
う
事
例

が
多
い
中
、
矢
野
の
場
合
は
、
そ
れ
と
は
逆
に
な
っ
て
い
た
。
選
挙
資
金
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
矢
野
は
、
普
選
法
に
よ
り
新
た

（叫）

に
設
け
ら
れ
た
供
託
金
の
用
意
が
で
き
ず
立
候
補
の
届
け
出
が
遅
れ
、
ポ
ス
タ
ー
や
推
薦
状
の
作
成
も
遅
れ
選
挙
運
動
は
立
ち
遅
れ

（

布

）

（

河

）

気
味
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
下
谷
区
を
主
地
盤
と
す
る
候
補
と
し
て
、
既
述
の
古
島
一
雄
の
他
に
、
民
政
党
の
新
人
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（

円

）

（

河

）

（

乃

）

小
瀧
辰
雄
、
中
立
の
河
合
徳
三
郎
と
倉
持
忠
助
が
出
馬
し
て
い
た
た
め
、
選
挙
の
行
方
は
不
明
で
あ
る
と
危
機
感
を
募
ら
せ
る
矢
野

（加）

本
人
の
談
話
が
新
聞
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

92 

こ
う
し
た
予
測
に
鑑
み
て
も
、
矢
野
が
、
当
選
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
下
谷
区
だ
け
で
な
く
、
前
回
選
挙
で
は
必
ず

し
も
集
票
し
な
か
っ
た
神
田
区
か
ら
、
さ
ら
に
可
能
な
ら
ば
下
谷
区
に
接
す
る
旧
九
区
の
本
郷
区
か
ら
の
得
票
も
目
指
す
必
要
が
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
情
勢
下
、
同
じ
選
挙
区
で
政
友
会
か
ら
公
認
を
獲
得
し
て
い
た
前
職
の
鳩
山
と
の
聞
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
地

盤
協
定
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
、
矢
野
の
選
挙
事
務
長
は
、
新
聞
紙
上
に
お
い
て
明
か
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
矢
野
は
、
下
谷

と
神
田
を
選
挙
運
動
の
主
た
る
対
象
地
域
と
し
、
本
郷
に
も
少
し
手
を
出
す
が
、
鳩
山
が
主
地
盤
と
す
る
小
石
川
に
は
手
を
出
さ
な

（剖）い
と
談
じ
て
い
た
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
矢
野
が
本
郷
区
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
、
本
郷
区
会
議
長
を
始
め
と
す
る

（回）

同
区
議
に
よ
る
推
薦
状
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。

矢
野
は
、
九

O
七
六
票
を
獲
得
し
四
位
当
選
を
果
た
す
が
、
各
区
の
集
票
の
内
訳
は
、
従
前
よ
り
主
地
盤
と
し
て
き
た
下
谷
か
ら

（邸）

自
己
の
得
票
の
七
五
%
を
占
め
る
六
七
八
三
票
を
獲
得
し
、
そ
れ
以
外
に
も
神
田
か
ら
一
二
四
九
票
、
本
郷
か
ら
九
三
六
票
、
小
石

（剖）

川
か
ら
一
一

O
票
を
集
票
し
て
い
た
。
最
下
位
当
選
者
の
得
票
数
は
七
四
七
二
票
で
あ
っ
た
の
で
、
矢
野
の
場
合
、
下
谷
区
だ
け
か

ら
の
得
票
で
は
当
選
ラ
イ
ン
に
届
か
ず
、
他
地
域
へ
の
進
出
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

他
方
、
矢
野
と
の
間
で
地
盤
調
整
を
行
っ
て
い
た
政
友
会
の
も
う
一
人
の
公
認
候
補
鳩
山
一
郎
は
、
明
治
末
よ
り
小
石
川
区
か
ら

（

邸

）

（

部

）

東
京
市
会
議
員
に
選
出
さ
れ
続
け
、
大
正
四
年
の
第
一
二
回
総
選
挙
に
国
政
に
進
出
し
た
経
歴
を
持
つ
有
力
政
治
家
で
あ
っ
た
。
市

議
選
か
ら
培
養
さ
れ
た
小
石
川
区
に
お
け
る
強
固
な
地
盤
を
背
景
に
連
続
当
選
を
重
ね
て
い
た
の
で
、
大
正
一
五
年
の
内
務
省
調
査

（釘）

で
も
、
鳩
山
に
つ
い
て
は
、
「
小
石
川
区
ニ
最
モ
信
望
ア
リ
」
と
し
「
当
選
確
実
」
と
予
想
さ
れ
て
い
た
。
鳩
山
が
、
小
石
川
区
に

お
い
て
圧
倒
的
な
強
さ
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
選
挙
結
果
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
同
区
だ
け
か
ら
当
選
ラ
イ
ン
を

（槌）

越
え
る
七
八
六
八
票
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
た
。
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こ
の
よ
う
に
小
石
川
区
に
強
固
な
地
盤
を
有
す
る
鳩
山
は
、
旧
一

O
区
の
小
石
川
区
と
旧
九
区
の
本
郷
区
に
主
力
を
置
く
だ
け
で

（卸）

当
選
の
可
能
性
が
高
か
っ
た
た
め
、
神
田
は
当
て
に
せ
ず
矢
野
が
主
地
盤
と
す
る
下
谷
に
進
出
す
る
こ
と
も
し
な
い
と
観
測
さ
れ
て

（

卯

）

（

但

）

い
た
。
さ
ら
に
矢
野
の
形
勢
不
利
が
伝
え
ら
れ
る
と
下
谷
の
自
ら
の
票
を
矢
野
に
譲
っ
た
と
報
じ
る
新
聞
も
あ
っ
た
。
鳩
山
は
、
既

述
の
よ
う
に
小
石
川
だ
け
か
ら
の
得
票
で
当
選
ラ
イ
ン
を
越
し
、
そ
れ
以
外
に
も
本
郷
か
ら
三
二
四
三
票
、
神
田
か
ら
一
二
三
票
、

下
谷
か
ら
六
九
七
票
と
、
各
区
よ
り
集
票
し
合
計
で
一
万
二
九
六
九
票
を
得
て
二
位
で
当
選
し
た
。
鳩
山
は
、
矢
野
が
集
票
を
目
指

し
た
神
田
区
か
ら
も
、
相
当
得
票
し
て
い
る
の
で
右
の
「
神
田
を
あ
て
に
せ
ず
」
と
の
報
道
が
ど
こ
ま
で
選
挙
戦
の
実
際
を
伝
え
て

い
る
か
定
か
で
は
な
い
。
他
方
、
下
谷
区
に
関
し
て
は
、
新
聞
が
観
測
し
て
い
た
鳩
山
か
ら
矢
野
へ
の
票
の
譲
渡
が
事
実
で
あ
る
か

否
か
に
つ
い
て
は
検
証
の
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
同
地
よ
り
必
ず
し
も
票
は
出
て
い
な
い
の
で
矢
野
へ
の
配
慮
か
ら
選
挙
運
動
に
抑

制
が
か
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
断
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
章
で
論
及
し
た
東
京
二
区
の
政
友
会
の
公
認
候
補
で
あ
る
矢
野
と
鳩
山
の
場
合
は
、
鳩
山
が
、
小
選
挙
区
制

時
代
の
選
挙
区
を
中
心
と
し
た
選
挙
運
動
を
展
開
し
他
地
域
へ
の
積
極
的
進
出
を
試
み
な
く
て
も
当
選
が
期
待
で
き
た
た
め
、
自
ら

の
運
動
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
同
一
政
党
候
補
者
間
の
、
激
し
い
摩
擦
と
競
争
が
回
避
さ
れ
た
事
例
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
三
章

東
京
六
区
の
場
合

東
京
六
区
は
、
旧
一
四
区
（
北
豊
島
郡
、
南
足
立
郡
、
定
数
二
名
）
と
旧
一
五
区
（
南
葛
飾
郡
、
定
数
一
名
）
が
統
合
さ
れ
て
で
き
た

定
数
五
名
の
選
挙
区
で
あ
っ
た
。
同
選
挙
区
に
お
け
る
政
友
会
と
民
政
党
の
勢
力
は
、
若
干
政
友
会
の
方
が
優
勢
で
は
あ
る
が
、
ほ

（回）

ぽ
括
抗
し
て
い
た
。
こ
こ
に
民
政
党
か
ら
は
中
村
継
男
、
鶴
岡
和
文
、
佐
藤
正
、
上
杉
章
雄
の
四
名
が
公
認
候
補
と
し
て
、
政
友
会

（伺）

か
ら
は
、
前
職
の
中
野
守
利
と
前
田
米
蔵
に
加
え
、
新
人
の
有
馬
浅
雄
と
篠
房
輔
の
四
名
が
公
認
候
補
と
し
て
擁
立
さ
れ
た
。
同
選
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（倒）

挙
区
の
民
政
党
候
補
者
の
選
挙
戦
の
内
実
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
論
及
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
政
友
会
候
補
を
中
心
に
考
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察
を
加
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
政
友
会
の
各
候
補
者
の
立
候
補
届
け
日
を
み
る
と
、
前
田
が
一
月
二
六
日
、
中
島
、
有
馬
、
篠
の
三
名
が
翌
二
七
日
と
、

（町）

四
名
と
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
出
馬
の
意
思
表
明
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
政
友
会
の
公
認
は
、
二
八
日
に
、
前
田
、
中
島
、
有
馬
の

（伺）

三
名
に
対
し
て
出
さ
れ
た
が
、
篠
に
つ
い
て
は
、
二
月
九
日
ま
で
先
送
り
さ
れ
て
い
た
。
右
に
指
摘
し
た
該
選
挙
区
に
お
け
る
政
友

会
の
勢
力
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
公
認
候
補
は
三
名
に
絞
る
の
が
理
想
で
あ
り
、
篠
の
公
認
決
定
の
遅
れ
は
、
四
名
目
に
公
認
を
出
す

こ
と
へ
の
政
友
会
の
混
乱
と
跨
踏
を
窺
わ
せ
て
い
た
。
以
下
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
政
友
会
の
各
候
補
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
前
回
米
蔵
は
、
大
選
挙
区
制
下
の
大
正
六
年
の
第
二
二
回
総
選
挙
に
東
京
郡
部
よ
り
出
て
以
降
、
小
選
挙
区
制
下
の
第
一

一
五
回
総
選
挙
で
は
東
京
の
旧
一
四
区
に
お
い
て
、
三
期
連
続
当
選
を
果
た
し
て
い
た
。
小
選
挙
区
制
下
の
両
選
挙
で
は
、
定

（貯）

数
二
名
の
枠
を
憲
政
会
の
浅
賀
長
兵
衛
と
分
け
合
っ
て
い
た
が
、
第
一
五
回
総
選
挙
に
お
け
る
前
田
の
得
票
状
況
を
見
る
と
、
北
豊

島
郡
よ
り
五
一
八
二
票
、
南
足
立
郡
よ
り
一
一
二
一
二
二
票
を
獲
得
し
て
い
た
。
両
区
の
有
権
者
数
は
、
北
豊
島
郡
が
、
一
万
八
六
二
六

（槌）

人
に
対
し
、
南
足
立
郡
が
三
二
七
二
人
で
あ
っ
た
た
め
、
前
者
の
票
の
動
向
が
勝
敗
を
決
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
別
稿
に

お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
第
一
六
回
総
選
挙
下
の
東
京
六
区
の
有
権
者
数
は
、
普
選
導
入
を
含
む
選
挙
制
度
改
正
と
都
市
近
郊
開
発

に
伴
い
、
北
豊
島
郡
が
二
二
万
二
四

O
九
人
に
、
南
足
立
郡
が
一
万
八
八

O
二
人
に
増
加
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
北
豊
島
郡
の
有
権

（仰）

者
に
つ
い
て
は
、
前
回
総
選
挙
に
比
し
、
約
一
一
・
三
万
人
増
で
七
・
一
倍
と
急
増
し
て
い
た
。

四
し
た
が
っ
て
、
前
田
の
場
合
、
従
前
の
選
挙
で
自
ら
が
主
地
盤
と
し
、
大
票
田
に
な
っ
て
い
た
北
豊
島
郡
の
票
を
固
め
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
当
選
の
可
能
性
は
高
か
っ
た
。
大
正
一
五
年
の
内
務
省
調
査
が
前
田
に
つ
い
て
、
「
北
豊
島
郡
及
実
業
界
ニ
信
望
ア
リ
」

（
別
）

と
し
「
当
選
確
実
」
と
予
測
し
て
い
た
の
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
た
。
少
な
か
ら
ぬ
前
職
候
補
者
は
、
小
選
挙
区
制
か
ら
中
選
挙



区
制
へ
の
移
行
に
よ
る
選
挙
区
の
拡
大
に
伴
い
、
従
前
の
選
挙
区
の
地
盤
だ
け
で
な
く
他
の
選
挙
区
の
新
た
な
地
域
へ
の
進
出
を
目

指
し
た
が
、
前
田
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
そ
の
必
要
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
前
田
の
選
挙
戦
は
北
豊
島
郡
に
重
点
を
置
い
た
運
動
が
展
開
さ
れ
た
と
推
断
で
き
、
そ
れ
は
彼
の
選
挙
文
書
や
得

票
状
況
を
通
じ
て
も
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
北
豊
島
郡
の
有
権
者
を
対
象
に
配
布
さ
れ
た
前
田
の
推
薦
状
に
は
、
大
正

（削）

六
年
以
来
引
き
続
き
「
本
郡
」
が
選
出
し
て
き
た
代
議
士
で
あ
り
、
「
本
郡
」
の
誇
り
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
選
挙
の

結
果
、
前
田
は
、
北
豊
島
郡
よ
り
二
万
一
六
六
六
票
を
獲
得
し
、
そ
れ
は
自
ら
の
総
得
票
の
八
五
%
を
占
め
る
と
と
も
に
最
下
位
当

選
者
の
一
万
七
四
二
二
票
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。
旧
一
四
区
を
構
成
し
て
い
た
南
足
立
郡
か
ら
は
三

O
八
二
票
を
獲
得
し
て
い

た
が
、
旧
一
五
区
の
南
葛
飾
郡
か
ら
は
七
二
二
票
し
か
得
票
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
見
て
も
、
同
郡
へ
の
進
出
は
殆
ど
行
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第一六回衆議院議員選挙に関する一考察

（
問
）
（
即
）

他
方
、
政
友
会
の
新
人
と
し
て
公
認
を
得
た
有
馬
と
篠
は
、
い
ず
れ
も
北
豊
島
郡
選
出
の
東
京
府
議
会
議
員
の
経
歴
を
有
す
る
た

（胤）

め
、
既
述
の
よ
う
に
有
権
者
が
急
増
し
た
同
郡
か
ら
の
集
票
に
期
待
し
国
政
進
出
を
目
指
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
政
党

で
、
し
か
も
北
豊
島
郡
に
地
盤
を
持
つ
新
人
二
名
の
出
馬
は
、
前
田
に
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
同
郡
に
お
い
て
前
田

（別）

は
、
有
馬
、
篠
に
大
差
を
つ
け
る
得
票
を
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
同
郡
よ
り
、
前
田
は
二
万
一
六
六
六
票
を
獲
得
し
た
の
に
対
し
、

有
馬
は
七

O
八
六
票
、
篠
は
二
六

O
七
票
に
止
ま
っ
て
い
た
。
北
豊
島
郡
か
ら
の
集
票
を
期
待
し
て
出
馬
し
た
有
馬
と
篠
の
二
候
補

（附）

は
、
自
党
の
有
力
な
前
職
候
補
で
あ
る
前
田
を
前
に
し
て
、
同
郡
か
ら
の
効
果
的
集
票
を
で
き
ず
落
選
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
有

馬
と
篠
の
得
票
を
合
計
し
て
も
、
当
選
ラ
イ
ン
に
は
達
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
候
補
者
乱
立
に
よ
る
共
倒
れ
と
い
う
わ
け
で
も
な

、喝、，，，．ぺ
M

A
H
N

て
ナ
ム

次
に
、
東
京
六
区
の
政
友
会
の
前
職
中
島
守
利
は
、
明
治
末
よ
り
東
京
府
会
議
員
選
挙
に
南
葛
飾
郡
よ
り
出
馬
し
当
選
を
重
ね
た

（加）

後
に
、
国
政
進
出
を
目
指
し
た
。
大
正
九
年
の
第
一
四
回
総
選
挙
で
東
京
の
旧
一
五
区
（
南
葛
飾
郡
、
定
数
一
）
よ
り
政
友
会
候
補
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と
し
て
、
続
く
第
一
五
回
総
選
挙
で
も
同
じ
く
出
馬
し
、
両
選
挙
と
も
憲
政
会
候
補
と
の
一
騎
打
ち
に
勝
ち
連
続
当
選
を
果
し
て
い

（瑚）た。

96 

（別）

こ
う
し
た
府
議
時
代
か
ら
の
経
歴
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
の
地
盤
は
南
葛
飾
郡
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
、
彼
の
選
挙

文
書
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
中
島
の
写
真
入
り
投
票
懇
請
葉
書
に
は
、
彼
が
南
葛
飾
郡
新
宿
町
に
居
を
構
え
て
い
る
こ
と

（山）

が
明
記
さ
れ
、
推
薦
状
も
中
島
が
同
郡
か
ら
の
強
い
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
南
葛
飾
郡
の
東
京
府

（

山

）

（

山

）

（

山

）

会
議
員
三
名
に
よ
る
推
薦
状
、
同
郡
の
各
町
村
の
一
六
名
連
記
の
推
薦
状
、
同
郡
吾
嬬
町
会
議
員
二
名
に
よ
る
推
薦
葉
書
、
同
じ
く

（山）

吾
嬬
町
請
地
の
五
名
連
記
の
推
薦
状
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
の
推
薦
状
は
、
「
復
興
途
上
ニ
ア
ル
帝
都
ニ
隣
接
セ
ル
本
郡

ノ
今
後
ハ
多
難
デ
ア
リ
マ
ス
、
此
時
ニ
当
リ
マ
シ
テ
本
郡
出
身
ノ
中
島
守
利
氏
ハ
其
ノ
政
治
的
手
腕
ト
謂
ヒ
其
ノ
高
潔
ナ
ル
人
格
」

申
分
な
き
こ
と
を
誕
い
、
中
島
が
南
葛
飾
郡
の
地
元
代
表
候
補
者
で
あ
る
こ
と
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。

第
一
六
回
総
選
挙
に
お
い
て
中
島
は
、
南
葛
飾
郡
よ
り
一
万
六
八
四

O
票
、
北
豊
島
郡
よ
り
二
八
二
四
票
、
南
足
立
郡
よ
り
二
七

（凹）

五
六
票
、
を
獲
得
し
合
計
二
万
二
四
二

O
票
で
三
位
当
選
を
果
た
し
た
。
大
正
一
五
年
の
内
務
省
の
調
査
は
、
中
島
に
つ
い
て
「
南

（出）

葛
及
南
足
立
、
北
豊
島
ノ
各
郡
ニ
亘
リ
相
当
ノ
信
望
ア
リ
」
と
さ
れ
、
「
当
選
確
実
」
の
予
想
を
し
て
い
た
が
、
選
挙
結
果
は
こ
れ

を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
自
己
の
得
票
の
七
五
%
を
南
葛
飾
郡
か
ら
獲
得
し
て
い
た
中
島
は
、
同
郡
を
主
地
盤
と
し
て
い
た
が
、
前
田
と
は
異

な
り
前
回
の
選
挙
区
か
ら
の
得
票
だ
け
で
当
選
ラ
イ
ン
に
達
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
第
一
六
回
総
選

挙
に
際
し
て
の
東
京
六
区
を
構
成
す
る
各
郡
の
有
権
者
数
は
、
旧
一
五
区
の
南
葛
飾
の
七
万
四
三
四
人
に
対
し
、
既
述
の
よ
う
に
北

豊
島
は
一
三
万
二
四

O
九
人
、
南
足
立
は
一
万
八
八

O
二
人
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
有
権
者
数
の
規
模
に
鑑
み
、
中
島
が
当
選
を
確

実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
南
葛
飾
郡
以
外
か
ら
の
、
す
な
わ
ち
前
回
選
挙
で
は
他
の
選
挙
区
で
あ
っ
た
旧
一
四
区
か
ら
の
集
票
を

目
指
す
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
彼
の
南
葛
飾
郡
か
ら
の
得
票
だ
け
で
は
、
最
下
位
当
選
者
の
ラ
イ
ン
で
あ
る
一
万
七
四
一
三
票



に
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
届
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
先
の
内
務
省
調
査
が
、
南
葛
飾
だ
け
で
な
く
、
南
足

立
、
北
豊
島
に
も
信
望
あ
り
と
観
測
し
て
い
た
よ
う
に
、
当
選
の
た
め
に
は
旧
一
四
区
で
あ
っ
た
後
者
の
両
郡
か
ら
の
票
の
上
積
み

が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

得
票
状
況
を
見
る
と
、
前
田
は
、
既
述
の
通
り
北
豊
島
郡
か
ら
、
中
島
は
、
南
葛
飾
郡
と
北
豊
島
郡
の
一
部
か
ら
集
票
し
て
い
た
。

南
足
立
郡
に
つ
い
て
は
、
各
村
別
得
票
状
況
を
見
る
と
、
両
者
と
も
ほ
ぼ
同
様
に
票
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
聞
に
協
定
な

（即）

ど
は
な
く
競
合
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
既
述
の
前
職
前
田
が
選
挙
区
と
し
て
き
た
旧
一
四
区
へ
の
中
島
の
進
出
を
意
味
し
、

一
部
地
域
に
お
い
て
競

合
が
生
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
中
島
は
、
旧
一
四
区
の
う
ち
、
南
足
立
郡
か
ら
二
七
五
六
票
を
獲
得
す
る
も
の
の
、

大
票
田
で
あ
る
北
豊
島
郡
か
ら
は
二
八
二
四
票
し
か
獲
得
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
進
出
は
南
葛
飾
郡
に
隣
接
す
る
一
部
の
地
域
に

限
ふ
閥
、
前
田
の
当
選
を
脅
か
す
ほ
ど
露
骨
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
む
し
ろ
、
既
述
の
よ
う
に
前
田
が
、
中
島
の
地
盤

第一六回衆議院議員選挙に関する一考察

で
あ
る
南
葛
飾
郡
か
ら
殆
ど
得
票
し
て
い
な
い
事
実
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
東
京
六
区
に
お
い
て
は
、
元
々
主
地
盤
の
異
な
る
前
職

の
有
力
二
候
補
者
の
聞
に
お
い
て
激
し
い
競
合
は
生
じ
ず
、
集
票
地
域
の
住
み
分
け
を
基
礎
に
し
た
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

窺
わ
せ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
中
島
の
推
薦
状
に
は
、
そ
の
推
薦
理
由
と
し
て
、
政
友
会
公
認
と
い
う
だ
け
で
な
く
そ
の
人
格
と
手
腕
を
信
頼
で
き

（

四

）

（

即

）

る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
新
人
も
と
よ
り
結
構
だ
が
経
験
あ
る
人
も
こ
の
際
必
要
と
の
文
言
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
他
の

新
人
候
補
の
進
出
に
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
者
の
文
言
か
ら
は
、
他
の
政
友
会
候
補
者
と
の
差
別
化
の
意
図
を

読
み
解
く
こ
と
も
で
き
る
が
、
同
党
の
新
人
有
馬
の
南
葛
飾
郡
に
お
け
る
得
票
は
二
二
六
票
で
あ
り
、
同
じ
く
新
人
篠
の
得
票
は
四

（
凶
）

票
と
全
く
得
票
で
き
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
後
者
の
文
言
に
も
表
出
し
て
い
る
新
人
候
補
へ
の
警
戒
は
、
自
党
の
新
人
候
補
よ

（国）

り
も
南
葛
飾
郡
へ
の
進
出
を
試
み
る
、
民
政
党
候
補
の
新
人
鶴
岡
和
文
と
佐
藤
正
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
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中
島
と
佐
藤
は
、
小
選
挙
区
制
下
の
第
一
五
回
総
選
挙
で
は
、
旧
一
五
区
（
南
葛
飾
郡
）
に
お
い
て
、
政
友
会
と
憲
政
会
の
候
補
者

（問）

と
し
て
事
実
上
の
一
騎
打
ち
に
な
り
、
中
島
が
四
一
六
七
票
を
獲
得
し
、
佐
藤
の
三
四
四

O
票
を
抑
え
当
選
を
果
た
し
て
い
た
。
佐

（凶）

藤
か
ら
み
れ
ば
、
東
京
六
区
の
政
友
会
前
職
の
中
島
は
大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

98 

し
か
し
、
こ
の
東
京
六
区
の
民
政
党
佐
藤
正
の
場
合
は
、
第
一
章
で
論
及
し
た
政
友
会
の
立
川
の
場
合
と
同
様
、
小
選
挙
区
制
か

ら
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
が
、
彼
の
当
選
の
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
佐
藤
正
は
、
前
回
選
挙
同
様
に
小
選

挙
区
制
が
継
続
さ
れ
て
い
た
ら
中
島
を
圧
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
当
選
へ
の
非
常
に
困
難
な
途
を
佐
藤
に
強
い
る
こ
と
に
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
第
一
六
回
総
選
挙
で
は
、
旧
選
挙
区
の
南
葛
飾
郡
よ
り
、
既
述
の
よ
う
に
政
友
会
の
中
島
守
利
は
、

（国）

八
四

O
票
を
獲
得
し
た
の
に
対
し
、
佐
藤
の
そ
れ
は
、
一
万
七
七
四
票
と
下
回
っ
て
い
た
。
確
か
に
、
別
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ

う
に
、
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
に
よ
り
佐
藤
は
、
同
一
政
党
か
ら
鶴
岡
と
い
う
主
地
盤
を
同
じ
に
す
る
候
補
の
出
馬
に
直
面
し
同
郡

（瑚）

の
票
を
奪
わ
れ
た
影
響
も
あ
る
た
め
、
右
の
佐
藤
の
得
票
を
そ
の
ま
ま
中
島
の
票
と
比
較
す
る
こ
と
に
は
慎
重
さ
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
小
選
挙
区
制
が
継
続
し
て
い
た
ら
な
ら
ば
、
佐
藤
は
同
郡
で
有
力
な
地
盤
を
有
す
る
政
友
会
の
中
島
と
の
直
接
対
決
を
迫

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
に
伴
い
、
中
島
と
の
票
差
が
佐
藤
の
勝
敗
に
直
結
す
る
こ
と
が
回
避
さ
れ
た
こ

（即）

と
だ
け
は
事
実
で
あ
る
。

一
万
六

以
上
の
よ
う
に
、
東
京
六
区
の
政
友
会
候
補
に
関
し
て
は
、
有
力
な
前
職
代
議
士
二
名
が
小
選
挙
区
制
時
代
の
強
固
な
地
盤
を
そ

の
ま
ま
維
持
し
な
が
ら
、
し
か
も
旧
選
挙
区
と
の
関
係
か
ら
両
者
間
の
激
し
い
競
合
を
せ
ず
と
も
当
選
の
途
が
開
け
て
い
た
選
挙
区

と
い
え
た
。
そ
の
結
果
、
同
じ
政
党
の
新
人
公
認
候
補
は
、
彼
等
の
地
盤
に
殆
ど
食
込
む
こ
と
が
困
難
で
落
選
し
て
い
て
い
た
の
で

あ
る
。



お
わ
り
に

第一六回衆議院議員選挙に関する一考察

以
上
、
本
稿
で
は
、
小
選
挙
区
制
か
ら
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
が
第
二
ハ
回
総
選
挙
の
選
挙
戦
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か

に
注
目
し
考
察
を
加
え
た
。
か
か
る
選
挙
区
制
の
改
正
に
よ
り
選
挙
運
動
対
象
地
域
が
拡
大
し
た
た
め
、
少
な
か
ら
ぬ
前
職
は
従
前

と
は
異
な
る
新
た
な
地
域
の
地
盤
開
拓
を
目
指
し
て
い
た
。
ま
た
、
新
人
は
た
と
え
前
職
を
含
む
他
の
候
補
と
地
盤
が
重
複
し
て
も
、

他
の
地
域
か
ら
の
得
票
の
上
積
み
に
よ
り
、
あ
る
い
は
普
選
導
入
に
よ
る
有
権
者
の
拡
大
に
期
待
を
寄
せ
出
馬
を
強
行
し
て
い
た
。

そ
の
結
果
、
同
一
政
党
候
補
者
間
で
選
挙
運
動
地
域
が
重
複
し
競
合
す
る
場
合
も
生
じ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
か
か
る
選
挙
区
制
の
改

正
が
、
従
前
主
地
盤
と
し
て
き
た
地
域
の
有
権
者
の
規
模
や
対
立
政
党
の
候
補
者
と
の
関
係
か
ら
、
候
補
者
に
不
利
に
働
き
落
選
に

導
い
た
場
合
と
、
有
利
に
働
き
当
選
に
導
い
た
場
合
と
、
選
挙
結
果
に
明
暗
を
分
け
る
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

他
方
、
本
稿
で
考
察
対
象
と
し
た
選
挙
区
の
同
一
政
党
候
補
者
間
の
関
係
に
注
目
し
て
み
る
と
、
集
票
地
域
の
住
み
分
け
や
票
の

譲
渡
を
も
含
む
地
盤
の
調
整
等
が
行
わ
れ
、
競
合
か
ら
生
じ
る
摩
擦
を
で
き
る
限
り
回
避
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
確
か
に
、
第
一
六
回
総
選
挙
は
中
選
挙
区
制
へ
移
行
し
初
め
て
の
選
挙
で
あ
り
、
普
選
の
導
入
に
よ
る
有
権
者
の
拡
大
と

（問）

政
党
の
再
編
と
い
う
要
因
も
加
わ
り
、
か
か
る
動
き
は
未
だ
模
索
と
混
乱
の
中
で
行
わ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

同
一
政
党
の
候
補
者
に
よ
る
共
倒
れ
を
防
ぎ
、
自
党
か
ら
効
果
的
に
多
く
の
当
選
者
を
出
す
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
調
整
が
よ
り
一

層
重
要
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
各
政
党
に
認
識
さ
せ
る
選
挙
で
あ
っ
た
。

当
該
総
選
挙
で
は
府
市
か
ら
郡
区
ま
で
、
各
議
会
の
議
員
名
の
推
薦
状
が
多
く
作
成
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
選
挙
に
際
し
て

の
中
央
か
ら
地
方
の
各
レ
ベ
ル
の
議
会
へ
の
系
列
化
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
政
友
会
と
民
政
党
（
憲
政
会
）
の
二
大
政
党
に
よ
る

（瑚）

色
分
け
が
地
方
議
会
レ
ベ
ル
で
も
進
ん
で
い
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
選
挙
に
際
し
て
政
党
の
組
織
の
役
割
が
次
第
に
増
大
し
て
い

（別）

っ
た
と
推
断
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
小
選
挙
区
制
か
ら
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
は
、
従
前
の
選
挙
区
を
横
断
す
る
地
盤
の
調
整
を
必
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要
不
可
欠
に
し
た
が
、
そ
の
役
割
は
地
方
議
会
に
ま
で
裾
野
を
広
げ
系
列
化
を
進
行
さ
せ
て
い
た
政
党
、
と
り
わ
け
二
大
政
党
の
組

（肌）

織
が
担
う
こ
と
に
な
り
、
選
挙
を
重
ね
る
ご
と
に
か
か
る
比
重
は
高
ま
り
、
各
地
方
の
各
レ
ベ
ル
の
政
党
組
織
の
拡
充
を
広
く
促
進

100 

さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。

大
正
中
葉
か
ら
昭
和
に
か
け
て
我
が
国
に
お
い
て
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
小
選
挙
区
制
で
は
な
く
中
選
挙
区
制
へ
選
挙
制
度
が
変

更
さ
れ
る
中
で
二
大
政
党
政
治
が
確
立
し
、
五
・
一
五
事
件
に
よ
る
政
党
内
閣
崩
壊
後
も
議
会
に
お
け
る
か
か
る
二
大
政
党
優
位
の

構
図
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
そ
の
理
由
を
解
き
明
か
す
糸
口
を
本
稿
の
考
察
が
提
供
し
て
い
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ

る。
（1
）
拙
稿
「
第
一
回
普
選
に
お
け
る
選
挙
ポ
ス
タ
ー
導
入
過
程
」
（
寺
崎
修
・
玉
井
清
『
戦
前
日
本
の
政
治
と
市
民
意
識
』
、
慶
慮
義
塾
大

学
出
版
会
、
二

O
O
五
年
）
、
「
第
一
回
普
選
と
政
党
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
」
（
『
法
学
研
究
」
、
平
成
一
七
年
四
月
）
、
「
第
一
回
普
選
の
投
票

率
と
有
権
者
の
意
識
｜
選
挙
啓
蒙
活
動
を
中
心
に
」
（
「
選
挙
研
究
』
一
一
一
号
、
ニ

O
O
六
年
）
、
「
第
一
回
普
選
と
候
補
者
の
選
挙
ポ
ス
タ

ー
」
（
『
法
学
研
究
」
平
成
一
九
年
二
月
）
。

（2
）
拙
稿
「
第
一
六
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
中
選
挙
区
制
導
入
の
影
響
に
つ
い
て
」
（
『
慶
謄
の
政
治
学
・
日
本
政
治
・
慶
麿
義
塾

創
立
百
五
十
年
記
念
論
文
集
』
、
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O
八
年
）
。

（3
）
本
稿
で
用
い
る
選
挙
関
連
文
書
の
出
典
表
示
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
第
一
回
普
選
に
お
け
る
選
挙
ポ
ス
タ
ー
導
入
過
程
」
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（4
）
大
正
一
四
年
六
月
一
日
、
革
新
倶
楽
部
と
中
政
倶
楽
部
は
、
政
友
会
と
合
同
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
参
加
し
な
か
っ
た
議
員

に
よ
り
結
成
さ
れ
た
院
内
会
派
が
新
正
倶
楽
部
で
あ
る
（
『
議
会
制
度
百
年
史
・
院
内
会
派
編
・
衆
議
院
の
部
』
、
大
蔵
省
印
刷
局
、
平
成

二
年
）
。

（5
）
「
改
正
法
ニ
依
ル
第
一
回
総
選
挙
予
想
調
査
（
大
正
一
五
年
内
務
省
警
保
局
刊
）
」
（
『
昭
和
初
期
政
党
政
治
関
係
資
料
・
第
一
巻
」
、

不
二
出
版
、
一
九
八
八
年
）
。
以
下
、
「
内
務
省
第
一
回
総
選
挙
調
査
」
と
略
す
。
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（6
）
一
月
二
七
日
に
決
定
し
た
民
政
党
の
第
一
回
の
公
認
候
補
者
四
六
名
の
中
に
、
東
京
一
区
で
同
党
よ
り
出
馬
し
た
四
名
全
て
が
含
ま

れ
て
い
た
（
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
二
八
日
）
。

（7
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
二
八
日
。

（8
）
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
二
八
日
。

（9
）
本
田
は
、
解
散
直
後
の
新
開
に
お
い
て
も
一
区
よ
り
政
友
会
か
ら
出
る
こ
と
確
実
な
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
（
『
東
京
朝
日

新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
一
一
一
一
日
）
。

（
叩
）
本
田
は
、
大
正
八
年
九
月
の
東
京
府
会
議
員
選
挙
に
四
谷
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
（
任
期
途
中
で
辞
職
）
（
「
東
京
府
史
・
府
会
篇
・
第

一
巻
』
、
東
京
府
、
昭
和
四
年
）
。
ま
た
、
大
正
一
一
年
六
月
の
東
京
市
会
議
員
選
挙
で
四
谷
（
一
級
）
か
ら
、
同
一
五
年
六
月
に
は
、
四

谷
（
二
級
）
よ
り
出
て
当
選
し
て
い
た
（
楼
井
良
樹
「
制
限
選
挙
期
に
お
け
る
東
京
市
会
議
員
総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
」
、
『
麗
津
大
学

論
叢
』
九
号
、
一
九
九
八
年
）
。

（
日
）
本
田
義
成
の
立
候
補
挨
拶
状
に
は
、
自
ら
の
肩
書
き
と
し
て
「
前
代
議
士
、
東
京
市
会
議
員
、
四
谷
区
会
議
長
」
を
明
記
し
て
い
た

（

C
1
6
1
2
）。

（
ロ
）
大
正
一
四
年
六
月
一
日
に
政
友
会
へ
の
会
派
変
更
を
行
っ
て
い
る
（
前
掲
『
議
会
制
度
百
年
史
・
院
内
会
派
編
・
衆
議
院
の
部
』
）
。

（
日
）
選
挙
戦
中
盤
に
新
聞
が
本
田
を
紹
介
す
る
際
も
、
市
会
や
区
会
に
活
躍
を
続
け
て
い
る
事
は
誰
も
知
る
と
こ
ろ
、
元
四
谷
区
長
佐
藤

三
吾
が
選
挙
事
務
長
と
な
っ
て
抜
け
目
な
く
、
今
度
も
充
分
の
勝
算
は
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
、
し
か
も
政
友
会
の
公
認
候
補
、
五
口
党
天
下
の

余
勢
は
更
に
君
を
し
て
活
躍
さ
せ
て
い
る
、
と
当
選
の
可
能
性
が
高
い
候
補
者
と
し
て
報
じ
て
い
た
（
「
普
選
を
行
く
新
旧
人
（
一
六
）
」

（
「
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
七
日
）
。
同
様
に
、
東
京
一
区
は
、
三
木
武
吉
、
横
山
勝
太
郎
の
両
者
先
頭
を
切
り
、
本
田
が
こ
れ
に
続

く
と
し
、
選
挙
を
優
勢
に
進
め
て
い
る
と
観
測
さ
れ
て
い
た
〈
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
七
日
付
夕
刊
〉
）
。

（
凶
）
『
第
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
（
衆
議
院
事
務
局
、
大
正
十
五
年
六
月
）
。

（
日
）
東
京
一
区
の
有
権
者
一

O
万一

O
五
四
人
の
中
マ
、
四
谷
区
の
そ
れ
は
一
万
三
八
二
八
人
で
あ
っ
た
（
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総

選
挙
一
覧
』
、
衆
議
院
事
務
局
、
昭
和
三
年
九
月
）
。

（
日
）
前
掲
「
内
務
省
第
一
回
総
選
挙
調
査
」
。

（
げ
）
「
本
田
義
成
推
薦
状
（
無
党
倶
楽
部
同
人
）
」

C
｜
7
1
2。

101 



法学研究 82巻 2号（2009:2) 

（
時
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
二
年
二
月
一
一
一
日
付
夕
刊
。

（
問
）
投
票
日
の
新
聞
の
中
に
は
、
四
谷
と
麹
町
で
瀬
川
と
対
立
し
て
い
る
本
田
は
、
未
だ
楽
観
を
許
さ
ず
、
赤
坂
、
麻
布
、
芝
に
進
出
し

地
盤
の
開
拓
に
懸
命
で
あ
り
、
殊
に
芝
区
内
の
人
気
が
頗
る
加
わ
っ
て
い
る
と
観
測
す
る
も
の
も
あ
っ
た
（
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
二

月
二

O
日）。

（
初
）
『
東
京
日
日
新
聞
』
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
一
一
一
日
。
ま
た
、
投
票
日
当
日
の
新
聞
に
は
、
各
政
党
が
予
想
す
る
当
選
確
実
の

候
補
者
名
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
東
京
一
区
に
つ
い
て
は
民
政
党
の
横
山
、
三
木
、
政
友
会
の
本
田
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た

（
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
二

O
日）。

（
幻
）
三
木
は
、
牛
込
区
（
総
一
万
八
O
四
五
票
）
よ
り
六
六
一
五
票
（
得
票
率
三
七
%
）
を
獲
得
し
て
い
た
（
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
一
覧
』
）
。
な
お
、
本
田
が
牛
込
で
獲
得
し
た
票
は
、
四
谷
に
お
い
て
競
合
し
た
民
政
党
の
瀬
川
の
六
O
四
票
を
も
下
回
っ
て

い
た
。
そ
も
そ
も
牛
込
地
区
は
、
民
政
党
の
三
木
の
地
盤
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
同
一
選
挙
区
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
木
の
支

援
を
受
け
て
い
た
瀬
川
か
ら
す
れ
ば
、
牛
込
区
へ
の
選
挙
運
動
は
自
制
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
牛
込
に
お

い
て
本
田
は
、
か
か
る
瀬
川
の
票
さ
え
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
惨
敗
を
同
地
で
喫
し
て
い
た
。

（
忽
）
立
川
は
、
一
月
二
七
日
に
立
候
補
の
届
け
出
を
し
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
二
八
日
）
、
公
認
が
決
定
し
た
の
は
、
二
月

四
日
で
あ
り
（
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
五
日
）
、
同
選
挙
区
の
四
名
の
公
認
候
補
中
、
三
番
目
の
決
定
で
あ
っ
た
。

（
お
）
明
治
一
七
年
四
月
に
生
ま
れ
た
立
川
は
、
第
七
高
等
学
校
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
卒
、
高
等
文
官
試
験
に
合
格
し
警
視
庁
警
視
に
任

じ
ら
れ
る
。
大
正
一
一
年
午
込
区
会
議
員
に
当
選
し
、
同
一
五
年
六
月
実
施
の
東
京
市
会
議
員
選
挙
に
は
、
牛
込
区
（
二
級
）
よ
り
出
て

当
選
し
て
い
た
。
立
川
の
推
薦
状
に
は
、
牛
込
選
出
の
東
京
府
会
議
員
飯
塚
友
一
郎
と
、
東
京
市
会
議
員
の
佐
々
木
藤
一
郎
、
山
本
繁
吉

が
名
前
を
連
ね
て
い
た
（
「
立
川
太
郎
の
推
薦
状
」

C
｜
9
1
1
）
。
飯
塚
は
、
大
正
一
一
年
六
月
の
東
京
市
会
議
員
選
挙
に
牛
込
区
（
一

級
）
よ
り
出
た
が
落
選
、
大
正
二
二
年
六
月
の
東
京
府
会
議
員
選
挙
に
は
牛
込
区
よ
り
出
て
当
選
し
て
い
た
。
佐
々
木
は
、
大
正
七
年
六

月
の
東
京
市
会
議
員
に
牛
込
区
（
二
級
）
よ
り
出
て
当
選
し
、
山
本
は
大
正
一
五
年
六
月
の
牛
込
区
（
一
級
）
よ
り
出
て
当
選
し
て
い
た

（
前
掲
・
棲
井
「
制
限
選
挙
期
に
お
け
る
東
京
市
会
議
員
総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
」
、
前
掲
『
東
京
府
史
・
府
会
篇
・
第
一
巻
』
、
棲
井

良
樹
「
戦
前
期
東
京
府
に
お
け
る
府
議
会
議
員
総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
」
〈
『
麗
津
大
学
論
叢
』
七
号
、
一
九
九
六
年
〉
）
。

（M
）
『
第
十
四
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
〈
衆
議
院
事
務
局
、
大
正
二
二
年
〉
、
前
掲
『
第
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
。
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（
お
）
前
掲
「
内
務
省
第
一
回
総
選
挙
調
査
」
。

（
お
）
「
立
川
太
郎
の
推
薦
状
」

C
｜
9
1
1
0

（
幻
）
「
立
川
太
郎
の
推
薦
状
」

C
｜
9
1
2
0

（
お
）
「
立
川
太
郎
の
推
薦
状
」

C
｜
9
1
3
0

（mm
）
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
」
。

（
ぬ
）
『
読
売
新
聞
」
昭
和
三
年
一
月
二
八
日
。
大
正
一
五
年
の
内
務
省
の
選
挙
予
測
の
次
期
候
補
者
リ
ス
ト
で
も
、
中
村
の
名
前
は
挙
げ

ら
れ
て
い
な
い
（
前
掲
「
内
務
省
第
一
回
総
選
挙
調
査
」
）
。

（
泊
）
「
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
一
日
。

（
辺
）
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
九
日
。
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
」
に
お
い
て
、
中
村
は
中
立
候
補
と
さ
れ
て
い

た
が
、
中
村
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
「
政
友
会
公
認
候
補
」
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
（

A｜
剖
｜
l
、

A
i
m－
－
、

A
lお
｜
1
）、

新
聞
も
、
中
村
の
政
友
会
の
公
認
決
定
を
報
じ
、
投
票
日
直
前
に
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
東
京
に
お
け
る
政
友
会
の
公
認
候
補
一
覧
の
広
告

で
も
、
顔
写
真
入
り
で
中
村
は
紹
介
さ
れ
て
い
た
（
『
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
三
年
二
月
一
九
日
）
。

（
お
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
二
五
日
。

（
泊
）
「
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
一
日
。

（
お
）
「
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
二
八
、
二
九
、
二
月
五
日
。

（
お
）
川
手
は
、
八
位
で
落
選
す
る
が
、
彼
の
各
区
の
得
票
状
況
は
、
麹
町
二

O
O票
、
芝
一
二
二
六
票
、
麻
布
四
O
五
票
、
赤
坂
二
四
九

票
、
四
谷
一
一
一
八
票
、
牛
込
一
九
七
票
で
あ
り
、
芝
区
か
ら
比
較
的
多
く
を
集
票
し
て
い
た
（
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一

覧
』
）
。
彼
の
選
挙
用
名
刺
に
も
、
芝
区
愛
宕
山
下
の
住
所
が
明
記
さ
れ
て
い
た
（
C
1
5
1
2
）
。
大
正
一
五
年
の
内
務
省
の
調
査
予
測

で
は
、
川
手
の
名
前
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
前
掲
「
内
務
省
第
一
回
総
選
挙
調
査
」
）
。

（
幻
）
解
散
直
後
の
新
聞
で
は
、
東
京
一
区
は
本
田
と
立
川
が
公
認
確
実
と
見
ら
れ
、
川
手
、
中
村
の
中
か
ら
一
名
が
公
認
の
予
定
、
と
観

測
さ
れ
て
い
た
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
二
三
日
）
。

（
お
）
中
村
の
選
挙
ピ
ラ
の
中
で
は
、
大
平
民
福
沢
（
諭
吉
）
の
愛
孫
で
あ
る
こ
と
や
（
B
1
5
1
3）
、
慶
早
戦
の
応
援
の
様
子
を
描
く

な
ど
し
て
（
B
1
5
1
4
）
、
慶
麿
人
脈
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
の
推
薦
状
に
は
、
四
谷
区
在
住
の
犬
養
毅
単
独
の
も
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の
（

C
l
u－
－
）
の
他
に
、
犬
養
毅
、
井
上
角
五
郎
、
石
河
幹
明
、
波
多
野
承
五
郎
、
林
毅
陸
、
堀
切
善
兵
衛
、
門
野
幾
之
進
、
門
野

重
九
郎
、
藤
山
雷
太
、
藤
原
銀
治
郎
、
朝
吹
常
吉
、
北
里
柴
三
郎
、
木
村
清
四
郎
、
菊
池
武
徳
と
、
選
挙
区
在
住
の
慶
謄
関
係
の
政
財
界
、

学
界
等
の
著
名
人
連
名
の
推
薦
状
も
作
成
さ
れ
て
い
た
（

C
l
u｜
2
）。

（
ぬ
）
「
中
村
愛
作
の
推
薦
状
（
立
憲
政
友
牛
込
倶
楽
部
）
」

cー
ロ
｜
1
0

（
却
）
粕
谷
は
、
明
治
三
一
年
の
第
五
回
総
選
挙
で
初
当
選
し
て
以
来
、
埼
玉
に
強
固
な
地
盤
を
築
き
、
自
由
党
、
政
友
会
候
補
と
し
て
第

一
六
回
総
選
挙
ま
で
当
選
十
回
を
重
ね
る
重
鎮
代
議
士
で
あ
っ
た
（
『
議
会
制
度
百
年
史
・
衆
議
院
議
員
名
鑑
』
平
成
二
年
、
大
蔵
省
印

刷
局
）
。

（4
）
副
会
長
に
福
田
市
太
郎
、
幹
事
長
に
武
藤
信
次
、
貴
族
院
議
員
の
斉
藤
安
雄
の
他
、
前
代
議
士
と
し
て
は
、
竹
内
友
治
郎
、
中
村
説
、

堀
切
善
兵
衛
、
田
辺
七
六
、
井
上
虎
治
、
加
藤
知
正
、
元
代
議
士
と
し
て
江
嶋
巌
、
石
川
淳
の
名
が
並
ん
で
い
た
（
「
中
村
愛
作
の
推
薦

状」

cー
ロ
｜
1
）。

（
必
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
一
一
一
日
付
夕
刊
。

（
必
）
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
。

（
叫
）
こ
う
し
た
事
例
は
、
他
の
選
挙
区
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
例
え
ば
、
東
京
三
区
に
政
友
会
よ
り
出
馬
し
三
位
当
選
を
果
た

し
た
伊
藤
仁
太
郎
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
伊
藤
の
選
挙
ピ
ラ
に
は
「
制
限
選
挙
に
破
れ
て
も
普
選
で
勝
た
せ
ま
せ
う
」
と
の
文
言
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
（
B
｜
6
｜
3
）
、
彼
は
、
制
限
選
挙
下
の
第
一
一
回
総
選
挙
か
ら
一
五
回
総
選
挙
ま
で
五
団
連
続
出
馬
し
い

ず
れ
も
落
選
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
小
選
挙
区
制
導
入
後
の
第
一
四
、
一
五
回
の
総
選
挙
で
は
、
浅
草
区
を
選
挙
区
と
す
る
東
京
七
区

（
定
数
二
名
）
に
お
い
て
、
国
民
党
、
革
新
倶
楽
部
か
ら
出
馬
す
る
も
、
い
ず
れ
も
頼
母
木
桂
吉
と
安
藤
正
純
の
前
に
次
点
に
泣
い
て
い

た
。
し
か
し
、
中
選
挙
区
制
に
移
行
し
た
た
め
、
浅
草
区
は
、
日
本
橋
と
京
橋
を
加
え
、
定
数
四
名
の
東
京
第
三
区
に
含
ま
れ
伊
藤
に
当

選
の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
得
票
結
果
を
見
る
と
、
伊
藤
の
浅
草
区
か
ら
の
票
は
、
従
前
同
様
に
頼
母
木
、
安

藤
を
下
回
っ
て
い
る
た
め
小
選
挙
区
制
の
ま
ま
で
あ
っ
た
ら
落
選
し
て
い
た
。
し
か
し
、
浅
草
区
が
、
他
の
二
区
に
比
し
大
票
田
で
あ
っ

た
こ
と
に
加
え
、
日
本
橋
区
か
ら
の
集
票
に
も
成
功
し
安
藤
を
上
回
る
票
を
獲
得
し
三
位
当
選
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
（
前
掲
「
第
十
六

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
」
）
。

（
必
）
「
瀬
川
光
行
の
推
薦
状
（
三
木
武
吉
）
」

C
｜
幻
｜
l
。
各
党
の
公
認
が
出
そ
ろ
う
二
月
初
旬
、
三
木
が
瀬
川
の
支
援
を
し
て
い
る
こ
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と
自
体
に
つ
い
て
は
、
「
瀬
川
光
行
氏
は
三
木
お
大
を
介
添
と
し
て
是
が
非
で
も
当
選
せ
ね
ば
と
力
ん
で
ゐ
る
」
と
、
新
聞
紙
上
で
観
測

さ
れ
て
い
た
（
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
六
日
）
。

（
必
）
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
昭
和
三
年
二
月
一
九
日
。

（
訂
）
瀬
川
は
、
大
正
一
一
年
の
東
京
市
会
議
員
選
挙
で
は
、
四
谷
（
二
級
）
よ
り
、
一
三
年
の
選
挙
で
も
、
四
谷
（
二
級
）
よ
り
出
て
当

選
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
に
（
前
掲
・
棲
井
「
制
限
選
挙
期
に
お
け
る
東
京
市
会
議
員
総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
」
）
、
東
京
旧
一
区
を
構

成
し
て
い
た
四
谷
区
に
強
い
地
盤
を
有
し
て
い
た
。

（
錦
）
本
田
の
得
票
が
二

O
四
六
票
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
憲
政
会
の
久
保
三
友
が
一
七
六
九
票
、
同
じ
く
憲
政
会
の
瀬
川
が
一
六
七
七
票

で
あ
っ
た
た
め
、
瀬
川
の
落
選
は
、
憲
政
会
の
候
補
者
調
整
の
失
敗
に
伴
う
同
士
討
ち
の
結
果
で
あ
っ
た
（
前
掲
「
第
十
五
回
衆
議
院
議

員
総
選
挙
一
覧
』
）
。

（
却
）
前
掲
「
内
務
省
第
一
回
総
選
挙
調
査
」
。

（
印
）
第
一
六
回
総
選
挙
に
際
し
、
三
木
は
、
牛
込
区
よ
り
六
六
一
五
票
、
芝
区
よ
り
一

O
八
六
票
、
麻
布
区
よ
り
一

O
九
七
票
を
獲
得
し

（
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
）
、
こ
の
三
区
の
得
票
合
計
が
自
己
の
得
票
九
一
一
四
票
の
内
、
九
七
%
を
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
彼
の
要
請
は
ほ
ぼ
順
守
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

（
日
）
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
。

（
回
）
「
普
選
の
代
議
士
初
見
参
（
四
）
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
二
九
日
付
夕
刊
）
。

（
日
）
「
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
二
三
日
。
既
述
の
よ
う
に
瀬
川
と
本
田
は
、
大
正
一
一
年
の
東
京
市
会
議
員
選
挙
よ
り
四
谷
区

か
ら
出
馬
し
（
瀬
川
は
二
級
、
本
田
は
一
級
）
、
大
正
一
五
年
の
選
挙
で
は
、
と
も
に
四
谷
区
（
二
級
、
定
数
二
名
）
か
ら
出
馬
し
争
っ

て
い
た
。
両
者
と
も
当
選
す
る
が
、
本
田
が
一
位
（
一
五
六
二
票
）
で
、
瀬
川
は
二
位
（
一
三
四
八
票
）
で
あ
っ
た
（
前
掲
・
棲
井
「
制

限
選
挙
期
に
お
け
る
東
京
市
会
議
員
総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
」
）
。

（
日
）
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
。

（
日
）
明
治
以
来
府
市
議
選
で
牛
込
区
は
、
鳩
山
和
夫
の
地
盤
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
そ
の
地
盤
は
緩
み
、
大
正
四
年
の
総
選
挙
前
後
よ
り
、

鳩
山
一
郎
を
応
援
す
る
公
正
会
に
対
抗
し
、
三
木
が
台
頭
し
彼
が
指
導
す
る
公
民
会
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
た
（
棲
井
良
樹
「
日
露
戦
争

前
後
に
お
け
る
東
京
市
の
政
治
状
況
」
〈
棲
井
良
樹
編
『
地
域
政
治
と
近
代
日
本
』
、
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
八
年
〉
）
。
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（
日
）
前
掲
「
内
務
省
第
一
回
総
選
挙
調
査
」
。
こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
三
木
は
も
と
も
と
四
谷
の
一
部
に
も
支
持
層
を
持
ち
、
こ
れ
を
瀬

川
に
譲
っ
た
こ
と
に
な
る
。
新
聞
は
、
芝
の
横
山
と
と
も
に
、
牛
込
の
三
木
は
、
永
年
の
顔
な
じ
み
と
固
い
地
盤
が
動
か
ず
、
両
人
が
も

っ
と
も
形
勢
有
利
と
観
測
す
る
一
方
、
三
木
は
瀬
川
と
と
も
に
赤
坂
の
民
政
票
を
争
っ
て
い
る
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
二
年
二
月
一

一
一
日
付
夕
刊
）
と
し
て
、
こ
こ
で
は
三
木
が
瀬
川
の
た
め
に
該
地
域
に
お
け
る
民
政
票
を
譲
っ
て
い
る
こ
と
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
貯
）
三
木
に
つ
い
て
は
、
芝
区
選
出
の
若
林
成
昭
と
藤
原
久
人
の
二
名
の
市
会
議
員
連
名
に
よ
る
推
薦
状
が
作
成
さ
れ
、
彼
が
芝
区
か
ら

の
集
票
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
た
（
C
｜
伺
｜
2
）
。
若
林
は
、
明
治
四
五
年
、
大
正
三
年
、
七
年
の
東
京
市
会
議
員
選

挙
の
芝
区
（
二
級
）
か
ら
、
一
一
年
、
一
五
年
で
は
芝
区
（
一
級
）
か
ら
当
選
し
、
藤
原
は
大
正
一
五
年
の
芝
区
（
二
級
）
よ
り
当
選
を

果
た
し
て
い
た
（
前
掲
・
棲
井
「
制
限
選
挙
期
に
お
け
る
東
京
市
会
議
員
総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
」
）
。

（
見
）
小
選
挙
区
制
下
に
旧
三
区
を
構
成
し
た
芝
区
は
、
民
政
党
の
有
力
者
横
山
勝
太
郎
が
地
盤
を
置
く
地
域
で
あ
っ
た
。
横
山
は
、
第
一

四
、
一
五
回
総
選
挙
と
も
に
東
京
旧
三
区
（
芝
区
）
の
憲
政
会
候
補
と
し
て
出
馬
し
当
選
を
果
た
し
、
一
六
回
で
も
自
己
の
票
の
七
割
余

を
芝
区
よ
り
獲
得
し
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
て
い
た
（
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
）
。
こ
う
し
た
芝
区
に
お
け
る
横
山

の
強
固
な
地
盤
に
関
し
て
は
、
政
党
組
織
と
い
う
よ
り
彼
の
個
人
的
後
援
組
織
の
色
彩
が
強
か
っ
た
（
棲
井
良
樹
「
一
九
二

0
年
代
東
京

市
に
お
け
る
地
域
政
治
構
造
の
変
容
」
（
『
帝
都
東
京
の
近
代
政
治
史
』
〈
日
本
経
済
評
論
社
、
二

O
O
三
年
〉
）
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
三

木
の
芝
区
へ
の
進
出
は
、
横
山
と
の
競
合
を
招
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
両
者
の
問
で
何
ら
か
の
調
整
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ

の
点
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
く
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

（
印
）
前
掲
「
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
に
お
い
て
古
島
は
、
政
友
会
候
補
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
公
認
に
は
な
っ
て
い
な

（
ω）
政
友
会
、
民
政
党
以
外
で
は
、
社
会
民
衆
党
の
安
部
磯
雄
が
当
選
し
た
選
挙
区
で
あ
る
。

（
引
）
国
政
に
進
出
す
る
前
の
矢
野
は
、
大
正
四
年
九
月
の
東
京
府
議
会
選
挙
で
は
、
下
谷
区
（
定
数
回
名
）
か
ら
、
同
志
会
系
候
補
と
し

て
出
馬
し
最
下
位
当
選
、
大
正
八
年
九
月
の
選
挙
で
は
、
無
所
属
で
出
て
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
て
い
た
（
前
掲
・
棲
井
「
戦
前
期
東
京

府
に
お
け
る
府
議
会
議
員
総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
」
）
。

（
臼
）
矢
野
は
、
大
正
三
年
六
月
の
東
京
市
会
議
員
選
挙
で
は
下
谷
区
（
三
級
）
で
当
選
、
続
く
同
七
年
六
月
と
同
一
一
年
六
月
の
選
挙
で

は
、
い
ず
れ
も
下
谷
区
（
一
級
）
か
ら
出
馬
し
落
選
す
る
が
、
同
一
五
年
六
月
の
選
挙
で
は
当
選
し
て
い
た
（
前
掲
棲
井
「
制
限
選
挙
期
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に
お
け
る
東
京
市
会
議
員
総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
」
）
。

（
臼
）
第
一
六
回
総
選
挙
の
政
友
会
候
補
に
な
る
牧
野
賎
男
も
、
東
京
府
議
会
議
員
選
挙
に
定
数
四
名
の
下
谷
区
よ
り
出
馬
し
当
選
し
て
い

る
。
大
正
四
年
の
府
議
選
で
は
、
牧
野
が
二
位
で
矢
野
は
四
位
、
大
正
八
年
は
矢
野
が
一
位
で
牧
野
は
四
位
で
あ
っ
た
（
前
掲
「
東
京
府

史
・
府
会
篇
・
第
一
巻
』
）
。
牧
野
が
東
京
二
区
で
は
な
く
、
東
京
五
区
よ
り
出
馬
す
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
第
一
六
回
衆
議
院
議

員
選
挙
に
お
け
る
中
選
挙
区
制
導
入
の
影
響
に
つ
い
て
」
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
似
）
前
掲
『
第
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
。

（
侃
）
矢
野
は
、
東
京
府
議
会
議
長
に
大
正
一
三
年
二
月
か
ら
五
月
ま
で
就
任
し
て
い
た
（
前
掲
『
東
京
府
史
・
府
会
篇
・
第
一
巻
』
）
。

（
ω）
「
矢
野
鉱
吉
の
名
刺
」

cー
ロ
l
2。

（mw
）
「
矢
野
鉱
吉
の
立
候
補
宣
言
書
」

c
l
M｜
2
。
下
谷
区
は
、
浅
草
区
や
本
所
区
同
様
、
衣
服
、
建
具
、
菓
子
、
麺
等
の
製
造
業
、

酒
、
菓
子
を
含
む
食
品
や
被
服
販
売
業
に
携
わ
っ
て
い
る
人
々
が
多
い
地
域
で
あ
っ
た
（
『
昭
和
五
年
国
勢
調
査
報
告
」
、
内
閣
統
計
局
、

昭
和
八
年
）
。
ま
た
、
下
谷
区
は
深
川
区
と
と
も
に
、
関
東
大
震
災
の
焼
失
地
域
で
あ
り
中
小
零
細
工
業
者
や
都
市
雑
業
層
の
混
在
と
密

集
に
特
色
が
あ
り
、
東
京
市
役
所
一
九
三

O
年
の
『
借
地
借
家
争
議
調
査
』
に
み
る
借
家
争
議
調
停
事
例
で
は
、
本
所
、
浅
草
、
下
谷
、

深
川
の
上
位
四
区
で
全
市
の
五
三
%
を
占
め
て
い
た
（
大
岡
聡
「
戦
間
期
都
市
の
地
域
と
政
治
」
、
『
日
本
史
研
究
』
、
四
六
四
号
、
二

O

O
一年）。

（
侃
）
解
散
直
後
の
矢
野
は
、
新
聞
に
お
い
て
二
区
よ
り
政
友
会
か
ら
出
る
こ
と
確
実
な
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
（
『
東
京
朝
日
新

聞
』
昭
和
三
年
一
月
一
一
一
一
日
）
。

（
ω）
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
二
八
日
。

（
初
）
拙
稿
「
第
一
六
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
中
選
挙
区
制
導
入
の
影
響
に
つ
い
て
」
の
表
を
参
照
の
こ
と
。

（
九
）
前
掲
「
内
務
省
第
一
回
総
選
挙
調
査
」
。

（
η
）
内
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
矢
野
の
資
産
は
二
万
六
千
円
で
、
こ
れ
を
東
京
二
区
の
他
の
候
補
者
と
比
較
す
る
と
鳩
山
一
郎
の
五
十
万

に
は
遠
く
及
ば
な
い
も
の
の
、
古
島
一
雄
の
六
千
円
、
倉
持
忠
助
の
七
千
円
よ
り
は
上
回
っ
て
い
た
（
前
掲
「
内
務
省
第
一
回
総
選
挙
調

査」）。

（
刀
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
三
日
。
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（
引
け
）
大
正
一
四
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
法
の
改
正
、
い
わ
ゆ
る
普
選
法
の
施
行
に
伴
い
、
候
補
者
の
立
候
補
の
届
け
出
制
（
第
六
七
僚
）

と
、
供
託
金
制
度
（
第
六
八
僚
）
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
議
員
候
補
者
の
届
出
又
は
推
薦
届
出
を
為
さ
む
と
す
る
者
は
議
員

候
補
者
一
人
に
付
二
千
円
又
は
之
に
相
当
す
る
額
面
の
国
債
証
書
を
供
託
す
る
こ
と
を
要
す
。
議
員
候
補
者
の
得
票
数
其
の
選
挙
区
内
の

議
員
の
定
数
を
以
て
有
効
投
票
の
総
数
を
除
し
て
得
た
る
数
の
十
分
の
一
に
達
せ
き
る
と
き
は
前
項
の
供
託
物
は
政
府
に
帰
属
す
。
」
と

さ
れ
た
。
無
産
政
党
の
候
補
者
を
は
じ
め
選
挙
資
金
に
恵
ま
れ
な
い
者
に
は
、
こ
の
供
託
金
を
用
意
す
る
こ
と
自
体
が
困
難
で
あ
り
出
馬

へ
の
壁
に
な
っ
て
い
た
。

（
万
）
矢
野
の
人
物
紹
介
を
し
た
記
事
の
中
で
は
、
彼
の
立
候
補
届
出
が
遅
れ
た
理
由
と
し
て
、
無
産
党
候
補
に
劣
ら
ぬ
ほ
ど
貧
乏
で
あ
る

た
め
、
供
託
金
の
工
面
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
四
日
）
。

（
祁
）
古
島
は
、
第
一
四
回
総
選
挙
で
は
国
民
党
か
ら
、
第
一
五
回
総
選
挙
で
は
革
新
倶
楽
部
か
ら
、
東
京
旧
八
区
（
定
数
三
名
）
よ
り
出

馬
し
当
選
し
て
い
た
。
第
一
五
回
総
選
挙
の
結
果
を
見
る
と
、
神
田
区
（
八
五
四
票
）
よ
り
下
谷
区
（
九
O
五
票
）
か
ら
の
得
票
が
多
い

が
、
前
者
よ
り
後
者
の
方
が
有
権
者
数
の
多
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
（
神
田
区
・
四
九
五
四
人
、
下
谷
区
・
六
五
二
九
人
）
、
古
島
は
、
両

区
に
地
盤
を
有
し
、
若
干
神
田
区
に
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
（
前
掲
「
第
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
）
。
因
み
に
、
第

一
六
回
総
選
挙
で
古
島
は
落
選
す
る
が
、
神
田
区
の
得
票
（
一
七
七
八
票
）
は
、
下
谷
区
の
そ
れ
（
二
ニ

O
九
票
）
を
上
回
っ
て
い
た

（
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
）
。

（
打
）
小
瀧
辰
雄
は
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
憲
政
会
の
機
関
誌
『
憲
政
公
論
』
発
刊
に
携
わ
り
、
大
正
九
年
に
は
下
谷
区
会
議
員
に
当
選
し

た
。
大
正
一
一
年
の
東
京
市
会
議
員
選
挙
で
下
谷
区
（
一
級
・
定
数
三
名
）
よ
り
憲
政
会
候
補
と
し
て
出
馬
し
二
位
当
選
す
る
と
、
地
下

鉄
道
を
主
唱
す
る
と
と
も
に
、
震
災
後
の
帝
都
復
興
に
尽
く
し
、
続
く
大
正
一
五
年
選
挙
で
も
下
谷
区
（
二
級
。
定
数
三
名
）
よ
り
憲
政

会
候
補
と
し
て
出
馬
し
三
位
当
選
を
果
た
し
、
下
谷
区
の
非
政
友
会
系
、
民
政
党
の
頭
目
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
こ
と
が
選
挙
で
は
強
調

さ
れ
て
い
た
（
「
小
瀧
辰
雄
ト
ハ
如
何
ナ
ル
人
カ
」

clω
｜
4
、
前
掲
棲
井
「
制
限
選
挙
期
に
お
け
る
東
京
市
会
議
員
総
選
挙
の
結
果

に
つ
い
て
」
）
。
第
一
五
回
総
選
挙
に
は
東
京
旧
八
区
よ
り
憲
政
会
候
補
と
し
て
国
政
進
出
を
目
指
す
が
五
位
で
落
選
し
た
。
得
票
結
果
を

見
る
と
、
そ
の
経
歴
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
殆
ど
の
票
を
下
谷
区
よ
り
獲
得
し
て
い
た
（
神
田
区
一
八
九
票
、
下
谷
区
一
一
五
二
票

〈
前
掲
『
第
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
〉
）
が
、
大
正
十
五
年
の
内
務
省
の
調
査
で
は
、
次
期
総
選
挙
の
予
想
候
補
者
に
名
前
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
前
掲
「
内
務
省
第
一
回
総
選
挙
調
査
」
）
。
第
一
六
回
総
選
挙
で
は
、
主
地
盤
と
す
る
下
谷
区
か
ら
大
量
集
票
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し
最
下
位
当
選
を
果
た
し
た
（
神
田
区
八
九
九
票
、
小
石
川
区
三
三
二
票
、
本
郷
区
五
二
六
票
、
下
谷
区
五
七
一
五
票
〈
前
掲
『
第
十
六

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
〉
）
。
民
政
党
の
推
薦
状
で
は
、
同
党
の
幹
部
以
外
に
、
東
京
支
部
と
し
て
三
木
武
吉
、
横
山
勝
太
郎
等
の

東
京
の
民
政
党
の
前
職
代
議
士
が
名
前
を
連
ね
て
い
た
（
「
小
瀧
辰
雄
の
推
薦
状
」

C
1
0
1
5）
。
政
権
要
目
の
中
で
は
、
軍
備
飛
行
機

の
充
実
や
、
南
米
、
メ
キ
シ
コ
、
ア
ジ
ア
大
陸
等
へ
の
日
本
民
族
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
冒
頭
に
掲
げ
て
い
た
（
「
小
瀧
辰
雄
の
挨
拶
状
」

c
l
o｜
3

）
 

（
沌
）
河
合
徳
三
郎
は
、
中
立
候
補
と
し
て
出
馬
し
、
下
谷
を
主
軸
と
し
た
得
票
を
行
う
も
七
位
で
落
選
し
た
（
神
田
区
五
O
五
票
、
小
石

川
区
七
O
一
票
、
本
郷
区
四
八
八
票
、
下
谷
区
二
四
九
三
票
〈
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
〉
）
。
選
挙
で
は
、
河
合
が
、

尋
常
小
学
校
卒
業
後
、
土
木
建
築
業
に
身
を
投
じ
、
大
正
二
一
年
に
は
下
谷
日
暮
里
に
慈
善
病
院
を
建
て
困
難
民
を
施
療
し
、
大
正
一
五

年
に
は
下
谷
寛
永
寺
坂
新
道
路
工
事
竣
工
と
同
時
に
困
窮
者
救
済
所
を
建
て
る
な
ど
社
会
奉
仕
活
動
に
努
力
し
て
き
た
こ
と
が
強
調
さ
れ

た
（
「
河
合
徳
三
郎
氏
の
経
歴
の
概
要
」

C
l
w
l
l）
。
ま
た
、
立
候
補
の
挨
拶
状
の
中
で
は
、
我
が
国
が
短
期
間
で
選
挙
権
を
拡
大
し

普
選
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
明
治
天
皇
の
恩
沢
に
よ
っ
て
参
政
権
が
早
期
に
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
容
易

に
与
え
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
聖
旨
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
が
問
題
で
あ
る
、
公
益
を
図
る
こ
と
が
忠
君
愛
国
と
し
、
そ
の
重
要
性
を
訴

え
て
い
た
（
「
河
合
徳
三
郎
の
挨
拶
状
」

C
I
m－
－
）
。
さ
ら
に
、
親
友
と
し
て
頭
山
満
、
内
田
良
平
、
杉
山
茂
丸
、
鶴
見
祐
輔
の
連
名

に
よ
る
推
薦
状
も
作
成
さ
れ
た
（
C
！
附
｜
2
）。

（
乃
）
倉
持
忠
助
は
、
露
天
商
を
職
業
と
す
る
異
色
候
補
で
あ
り
普
選
を
象
徴
す
る
候
補
者
と
い
え
た
。
大
正
一

O
年
に
下
谷
区
山
伏
町
に

居
を
構
え
、
露
天
商
の
親
分
と
な
り
、
露
天
商
の
弊
風
の
改
善
、
生
活
や
社
会
的
地
位
の
向
上
を
訴
え
、
日
本
露
店
組
合
連
合
会
を
結
成

し
、
露
店
電
灯
の
料
金
値
下
運
動
を
展
開
し
て
い
た
（
前
掲
大
岡
聡
「
戦
間
期
都
市
の
地
域
と
政
治
」
）
。
し
た
が
っ
て
、
倉
持
の
立
候
補

挨
拶
状
に
は
、
「
家
賃
地
代
値
下
連
盟
会
名
誉
会
長
、
日
本
露
店
組
合
連
合
会
々
長
」
の
肩
書
き
が
記
さ
れ
、
「
我
々
露
天
商
人
の
社
会
上

に
於
け
る
地
位
は
、
香
具
師
、
テ
キ
ヤ
、
若
し
く
は
夜
店
商
人
と
し
て
、
一
種
の
賎
民
の
知
き
、
取
扱
を
受
け
て
来
ま
し
た
。
私
も
こ
の

階
級
に
あ
っ
て
生
活
す
る
こ
と
己
に
二
十
年
、
今
尚
一
這
般
の
苦
悩
辛
酸
を
共
に
し
つ
冶
あ
る
者
で
」
あ
っ
た
が
、
普
選
の
実
施
に
よ
り
、

生
活
改
善
と
社
会
的
地
位
向
上
を
要
求
す
る
具
体
的
権
利
を
獲
得
し
た
と
、
出
馬
の
動
機
を
語
っ
て
い
た
（

e
l
m－
3
）
。
こ
の
よ
う

に
普
選
の
実
現
に
よ
り
国
政
レ
ベ
ル
に
も
か
か
る
異
色
候
補
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
政
党
な
ど
の
強
固
な
集
票
組
織
を
持
た
ぬ
ゆ

え
、
下
谷
区
で
若
干
の
集
票
を
で
き
た
が
総
じ
て
散
票
し
か
獲
得
で
き
ず
（
神
田
区
一
四
二
票
、
小
石
川
区
一
二
四
票
、
本
郷
区
九
二
票
、
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下
谷
区
六
一
三
票
〈
前
掲
「
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
」
〉
）
候
補
者
中
最
下
位
で
落
選
し
供
託
金
を
没
収
さ
れ
て
い
た
。
大
正

十
五
年
の
内
務
省
調
査
で
も
、
次
期
総
選
挙
に
お
け
る
東
京
二
区
の
無
所
属
候
補
と
し
て
倉
持
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
（
原
文

で
は
倉
持
正
助
と
誤
記
）
、
名
望
信
用
に
関
し
て
は
「
特
記
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
シ
」
と
し
「
当
選
見
込
ナ
シ
」
と
さ
れ
て
い
た
（
前
掲
「
内

務
省
第
一
回
総
選
挙
調
査
」
）
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
昭
和
四
年
の
東
京
市
議
選
挙
に
下
谷
区
よ
り
政
友
会
系
候
補
と
し
て
出
馬
し
連
続
三

期
の
当
選
を
果
た
し
た
（
前
掲
大
岡
聡
「
戦
間
期
都
市
の
地
域
と
政
治
」
）
。

（
初
）
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
四
日
。

（
剖
）
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
四
日
。

（
幻
）
こ
の
推
薦
状
に
は
本
郷
区
会
議
長
の
村
上
熊
八
以
下
、
同
区
会
議
員
七
名
、
前
区
会
議
員
三
名
の
名
前
が
列
記
さ
れ
て
い
る
（
C
｜

口
1
1）
。
ま
た
、
同
推
薦
状
に
記
さ
れ
た
矢
野
の
閲
歴
紹
介
に
は
、
彼
の
下
谷
区
の
現
住
所
の
前
に
、
出
身
地
が
本
郷
区
真
砂
町
（
旧

高
崎
藩
邸
）
で
あ
る
こ
と
を
記
す
こ
と
に
よ
り
、
本
郷
区
と
の
地
縁
関
係
を
強
調
し
て
い
た
。

（
お
）
矢
野
の
神
田
区
で
の
得
票
が
伸
び
悩
ん
だ
の
は
、
既
述
の
古
島
の
出
馬
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
制
）
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
。

（
お
）
鳩
山
は
、
東
京
市
会
議
員
選
挙
に
小
石
川
区
（
三
級
）
よ
り
、
明
治
四
五
年
四
月
、
大
正
三
年
六
月
、
大
正
七
年
六
月
、
大
正
一
一

年
六
月
（
同
区
・
一
級
）
と
連
続
当
選
し
て
い
た
（
前
掲
棲
井
「
制
限
選
挙
期
に
お
け
る
東
京
市
会
議
員
総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
」
）
。

（
鉛
）
鳩
山
は
、
大
正
四
年
三
月
の
第
一
一
一
回
総
選
挙
か
ら
国
政
に
転
じ
、
大
選
挙
区
制
時
代
の
第
一
二
、
二
二
回
総
選
挙
は
東
京
市
か
ら
、

小
選
挙
区
制
時
代
の
第
一
四
、
一
五
回
で
は
、
小
石
川
区
の
旧
一

O
区
よ
り
出
て
、
連
続
当
選
を
果
た
し
て
い
た
。
但
し
、
第
一
五
回
総

選
挙
で
は
、
政
友
会
で
は
な
く
政
友
本
党
か
ら
の
出
馬
で
、
革
新
倶
楽
部
の
佐
々
木
安
五
郎
、
憲
政
会
の
森
脇
源
三
郎
を
抑
え
て
の
当
選

で
あ
っ
た
。

（
釘
）
前
掲
「
内
務
省
第
一
回
総
選
挙
調
査
」
。

（
∞
∞
）
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
。

（
約
）
鳩
山
の
推
薦
状
に
は
、
「
赤
門
運
動
会
有
志
総
代
、
帝
大
運
動
部
有
志
総
代
、
帝
大
卒
業
生
有
志
総
代
、
帝
大
学
生
有
志
総
代
」
と

列
記
さ
れ
た
、
彼
の
母
校
で
本
郷
に
あ
る
東
京
帝
国
大
学
関
係
者
の
も
の
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
（
C
｜
日
｜
2
）
、
ポ
ス
タ
ー
で
も
学

帽
を
被
っ
た
子
供
を
登
場
さ
せ
る
等
、
本
郷
の
地
縁
と
学
閥
絡
み
の
意
匠
を
採
用
し
て
い
た
（

A
i
m－
－
）
。
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（
卯
）
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
六
日
。

（
引
）
矢
野
の
形
勢
が
不
調
で
あ
っ
た
た
め
、
数
日
前
に
鳩
山
が
下
谷
の
自
ら
の
地
盤
を
譲
り
、
矢
野
の
形
勢
が
挽
回
し
た
と
報
じ
ら
れ
た

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
一
九
日
）
。

（
幻
）
東
京
六
区
の
政
友
会
、
民
政
党
の
勢
力
状
況
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
第
一
六
回
総
選
挙
に
お
け
る
中
選
挙
区
制
導
入
の
影
響
に
つ
い

て
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
幻
）
解
散
直
後
の
新
聞
に
お
い
て
は
、
六
区
よ
り
前
職
の
、
前
回
、
中
島
、
瀬
沼
伊
兵
衛
が
政
友
会
か
ら
出
る
こ
と
確
実
な
候
補
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
た
（
『
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
三
年
一
月
二
二
日
）
。

（
悦
）
拙
稿
「
第
一
六
回
総
選
挙
に
お
け
る
中
選
挙
区
制
導
入
の
影
響
に
つ
い
て
」
。

（
%
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
二
七
、
八
日
。

（
%
）
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
二
九
日
、
二
月
一

O
日。

（
貯
）
第
一
四
回
、
一
五
回
総
選
挙
と
も
、
浅
賀
が
一
位
で
前
田
が
二
位
の
結
果
に
終
わ
っ
て
い
た
（
前
掲
『
第
十
四
国
衆
議
院
議
員
総
選

挙
一
覧
』
〈
衆
議
院
事
務
局
、
大
正
二
二
年
〉
、
前
掲
『
第
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
）
。

（
悌
）
憲
政
会
の
浅
賀
は
、
北
豊
島
郡
よ
り
六
八
一
七
票
、
南
足
立
郡
よ
り
一
一
九
二
票
と
、
北
豊
島
郡
に
お
い
て
前
田
を
上
回
る
票
を
獲

得
し
、
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
て
い
た
（
前
掲
『
第
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
）
。

（mm
）
拙
稿
「
第
一
六
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
中
選
挙
区
制
導
入
の
影
響
に
つ
い
て
」
。

（
問
）
前
掲
「
内
務
省
第
一
回
総
選
挙
調
査
」
。

（
則
）
「
前
回
米
蔵
推
薦
状
」

C
l
m｜
2
。
推
薦
人
や
推
薦
団
体
の
住
所
に
は
、
上
駒
込
、
中
里
、
滝
野
川
の
地
名
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

（
問
）
有
馬
は
、
大
正
二
二
年
六
月
の
東
京
府
議
会
議
員
選
挙
に
北
豊
島
郡
（
定
数
人
名
）
よ
り
出
て
、
七
位
当
選
を
果
た
し
て
い
た
（
前

掲
『
東
京
府
史
・
府
会
篇
・
第
一
巻
』
）
こ
と
か
ら
も
同
郡
を
地
盤
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
正
一
五
年
の
内
務
省
の
調
査
に
よ

る
と
、
六
区
か
ら
の
予
想
さ
れ
る
政
友
会
候
補
者
と
し
て
有
馬
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
居
村
付
近
ニ
相
当
信
望
ア
リ
」
と

し
な
が
ら
「
当
選
見
込
み
ナ
シ
」
と
断
じ
ら
れ
て
い
た
（
前
掲
「
内
務
省
第
一
回
総
選
挙
調
査
」
）
。

（
問
）
篠
は
、
大
正
八
年
九
月
の
東
京
府
議
会
議
員
選
挙
に
北
豊
島
郡
（
定
数
六
名
）
よ
り
出
て
三
位
当
選
を
果
た
し
、
続
く
大
正
二
二
年
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六
月
の
選
挙
で
も
同
郡
よ
り
出
て
、
五
位
当
選
を
果
た
し
て
い
た
（
前
掲
『
東
京
府
史
・
府
会
篇
・
第
一
巻
』
）
こ
と
か
ら
も
同
地
を
地

盤
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
因
み
に
、
大
正
一
五
年
の
内
務
省
調
査
で
、
次
期
総
選
挙
予
想
候
補
者
の
中
に
、
篠
の
名
前
を
見
い
だ

す
こ
と
は
で
き
な
い
（
前
掲
「
内
務
省
第
一
回
総
選
挙
調
査
」
）
。

（
胤
）
新
聞
に
よ
る
と
、
北
豊
島
郡
の
有
権
者
数
は
、
全
国
で
も
大
関
級
で
同
郡
だ
け
で
も
一
選
挙
区
に
匹
敵
す
る
た
め
、
候
補
者
の
一
大

宝
庫
で
あ
り
、
こ
こ
を
目
標
に
戦
障
を
張
っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
く
、
政
友
会
で
は
前
田
、
有
馬
、
篠
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た

（
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
六
日
）
。

（
防
）
新
聞
は
、
東
京
六
区
で
は
、
政
友
の
有
馬
が
瀧
野
川
か
ら
、
同
党
の
篠
が
長
崎
を
根
拠
に
共
食
い
を
す
る
等
し
て
、
前
田
は
、
後
述

す
る
政
友
の
中
島
よ
り
は
苦
戦
だ
ろ
う
が
、
前
田
と
中
島
の
二
人
が
政
友
で
は
当
選
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
下
馬
評
を
伝
え
て
い
た

（
「
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
一
一
一
日
付
夕
刊
）
。

（
附
）
有
馬
は
七
五
七
七
票
の
七
位
で
落
選
し
、
篠
は
二
六
四
八
票
の
一
二
位
で
供
託
金
を
没
収
さ
れ
る
惨
敗
を
喫
し
て
い
た
（
前
掲
「
第

十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
）
。
自
己
の
得
票
の
内
、
北
豊
島
郡
か
ら
の
得
票
は
、
有
馬
が
九
四
%
を
、
篠
が
九
八
%
を
占
め
て
い

た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
等
は
他
地
域
へ
の
進
出
は
全
く
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
北
豊
島
郡
か
ら
の
集
票
だ
け
が

頼
り
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
即
）
中
島
は
、
国
政
に
出
る
前
、
明
治
四
二
年
九
月
、
東
京
府
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
、
南
葛
飾
郡
よ
り
、
出
て
当
選
、
以
後
も
同
郡

よ
り
、
明
治
四
四
年
九
月
（
定
数
二
名
で
ト
ッ
プ
当
選
）
、
大
正
四
年
九
月
（
定
数
三
名
で
ト
ッ
プ
当
選
）
、
大
正
八
年
九
月
（
定
数
四
名

で
最
下
位
当
選
）
と
、
連
続
府
議
当
選
を
果
た
し
て
い
た
（
前
掲
「
東
京
府
史
・
府
会
篇
・
第
一
巻
」
）
。
中
島
の
父
親
は
、
郵
便
局
長
、

南
葛
飾
郡
新
宿
町
町
長
、
農
会
長
を
歴
任
し
農
事
改
良
に
尽
力
し
、
彼
自
身
も
日
露
戦
争
後
の
地
方
改
良
運
動
の
中
の
「
模
範
村
」
を
作

り
上
げ
る
上
で
行
政
能
力
を
発
揮
し
、
地
域
か
ら
政
治
家
に
の
し
上
が
っ
て
い
っ
た
（
源
川
真
希
『
近
現
代
日
本
の
地
域
政
治
構
造
』
、

日
本
経
済
評
論
社
、
四
0
1
一頁）。

（
鵬
）
第
一
四
回
総
選
挙
で
は
、
中
島
の
二
四
八
二
票
に
対
し
憲
政
会
の
守
屋
此
助
は
一
八
四
一
票
、
第
一
五
回
総
選
挙
で
も
中
島
の
四
一

六
七
票
に
対
し
憲
政
会
の
佐
藤
正
は
三
四
四
O
票
と
、
ど
ち
ら
も
対
立
候
補
を
抑
え
当
選
し
た
（
前
掲
『
第
十
四
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

一
覧
』
、
前
掲
『
第
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
）
。

（
問
）
中
島
を
紹
介
す
る
新
聞
は
、
「
清
濁
合
せ
呑
む
選
挙
民
の
『
番
頭
』
腰
は
低
い
が
腹
は
太
い
政
友
の
親
分
」
と
の
見
出
し
を
付
け
、
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「
南
葛
の
親
分
」
と
称
さ
れ
て
い
た
（
「
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
一
八
日
）
。

（
川
）
「
中
島
守
利
の
投
票
懇
請
葉
書
」

e
l
m－

2
。

（
山
）
南
葛
飾
郡
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
た
東
京
府
議
会
議
員
の
島
田
文
治
（
大
正
二
二
年
六
月
選
出
）
、
田
中
源
（
大
正
八
年
九
月
、
十
三

年
六
月
選
出
）
、
右
川
慶
治
（
大
正
一
三
年
六
月
選
出
）
の
三
名
（
前
掲
『
東
京
府
史
・
府
会
篇
・
第
一
巻
』
）
に
よ
る
推
薦
状
で
、
中
島

が
十
数
年
に
亘
り
、
東
京
府
議
会
議
員
を
務
め
社
会
公
共
の
為
に
身
を
挺
し
て
き
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
（
C
｜
担
｜
1
）。

（
山
）
「
中
島
守
利
の
推
薦
状
」

c
i担
｜
3
。

（
山
）
「
中
島
守
利
の
推
薦
状
」

C
｜
訂
｜
4
。

（
山
）
「
中
島
守
利
の
推
薦
状
」

C
｜
お
｜
1
0

（
出
）
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
」
。

（
山
）
前
掲
「
内
務
省
第
一
回
総
選
挙
調
査
」
。

（
山
）
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
。

（
山
）
中
島
は
北
豊
島
郡
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
南
葛
飾
郡
に
隣
接
す
る
南
千
住
、
三
河
島
、
日
暮
里
、
尾
久
の
各
町
よ
り
集
票
し
て
い
た

（
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
）
。

（
山
）
「
中
島
守
利
の
推
薦
状
」

C
｜
沼
｜
1
。

（
印
）
「
中
島
守
利
の
投
票
懇
請
推
薦
状
」

c
i但
｜
4
0

（
凶
）
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
。

（
印
）
拙
稿
「
第
一
六
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
中
選
挙
区
制
導
入
の
影
響
に
つ
い
て
」
の
中
で
論
及
し
た
よ
う
に
南
葛
飾
郡
よ
り
、

鶴
岡
は
一
万
五
一
二
一
四
票
、
佐
藤
も
一
万
七
七
四
票
と
、
中
島
に
匹
敵
す
る
得
票
で
あ
っ
た
。

（
邸
）
前
掲
『
第
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
。

（
凶
）
新
聞
で
も
、
南
葛
、
足
立
の
政
友
中
島
の
地
盤
は
な
か
な
か
動
か
ず
、
民
政
の
鶴
岡
、
佐
藤
の
両
君
が
民
政
か
ら
立
ち
、
中
島
の
牙

城
に
迫
っ
て
い
る
が
牢
固
た
る
も
の
あ
り
、
と
し
同
じ
政
友
の
前
田
と
と
も
に
中
島
の
優
勢
が
観
測
さ
れ
て
い
た
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』

昭
和
三
年
二
月
二
一
日
付
夕
刊
）
。

（
凶
）
前
掲
「
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
」
。
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（
郎
）
拙
稿
「
第
一
六
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
中
選
挙
区
制
導
入
の
影
響
に
つ
い
て
」

（
即
）
東
京
三
区
（
京
橋
区
、
日
本
橋
区
、
浅
草
区
、
定
数
回
）
に
政
友
会
よ
り
出
馬
し
三
位
当
選
を
果
た
し
た
伊
藤
仁
太
郎
の
場
合
も
、

中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
が
彼
の
選
挙
戦
に
対
し
有
利
な
働
き
を
し
た
事
例
と
し
て
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
の
選
挙
ピ
ラ
に
「
制
限

選
挙
に
破
れ
て
も
普
選
で
勝
た
せ
ま
せ
う
」
と
の
文
言
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
（
B
｜
6
1
3
）
、
彼
は
、
制
限
選
挙
下
の
第
一

一
回
総
選
挙
か
ら
前
回
の
第
一
五
回
総
選
挙
ま
で
五
回
連
続
出
馬
し
い
ず
れ
も
落
選
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
小
選
挙
区
制
導
入
後
の
第
一

四
、
一
五
回
の
総
選
挙
で
は
、
浅
草
区
を
選
挙
区
と
す
る
東
京
旧
七
区
（
定
数
二
名
）
に
お
い
て
、
国
民
党
、
革
新
倶
楽
部
か
ら
出
馬
す

る
も
、
い
ず
れ
も
頼
母
木
桂
吉
と
安
藤
正
純
の
前
に
次
点
に
泣
い
て
い
た
。
し
か
し
、
中
選
挙
区
制
に
移
行
し
た
た
め
、
浅
草
区
は
、
日

本
橋
区
と
京
橋
区
を
加
え
、
定
数
四
名
の
東
京
第
三
区
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
伊
藤
の
当
選
へ
の
途
を
広
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
六
回
総
選
挙
の
得
票
結
果
を
見
る
と
、
伊
藤
の
浅
草
区
か
ら
の
票
（
七
一
七
五
票
）
は
、
従
前
同
様
に
頼
母
木

（
一
万
三
八
七
O
票
）
、
安
藤
（
七
六
二
三
票
）
の
そ
れ
を
下
回
っ
て
い
た
た
め
（
前
掲
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
）
、
小
選

挙
区
制
の
ま
ま
で
あ
っ
た
ら
落
選
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
伊
藤
は
、
浅
草
区
が
、
他
の
二
区
に
比
し
大
票
田
で
あ
っ
た
た

め
票
の
絶
対
数
が
多
い
こ
と
に
加
え
（
有
権
者
数
は
、
京
橋
区
二
万
二
五
四
二
人
、
日
本
橋
区
一
万
八
一
九
O
人
、
浅
草
区
四
万
五
0
0

七
人
）
、
日
本
橋
区
か
ら
の
集
票
に
も
成
功
し
（
一
二
八
九
票
）
、
最
下
位
当
選
の
安
藤
（
八
七
五
O
票
）
を
上
回
る
票
を
獲
得
し
（
九
四

二
三
票
）
三
位
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

（
四
）
政
党
再
編
が
第
一
六
回
総
選
挙
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
印
）
前
掲
棲
井
「
一
九
二

0
年
代
東
京
市
に
お
け
る
地
域
政
治
構
造
の
変
容
」
は
、
東
京
市
の
各
区
内
に
存
在
し
政
党
か
ら
は
独
立
し
て

各
種
選
挙
の
候
補
者
選
定
や
調
整
を
行
っ
て
き
た
公
民
団
体
（
公
共
団
体
・
自
治
団
体
）
の
力
が
大
正
以
降
弱
ま
り
、
そ
れ
に
代
わ
り
政

党
が
影
響
力
を
強
め
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
大
正
中
葉
の
小
選
挙
区
制
導
入
以
降
、
か
か
る
団
体
の
政
党
の
系
列

化
や
組
織
替
え
が
行
わ
れ
つ
つ
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
頭
に
か
け
東
京
市
政
の
二
大
政
党
化
が
加
速
さ
れ
た
こ
と
を
検
証
し
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
傾
向
は
濃
淡
の
差
は
あ
れ
ど
も
、
各
地
方
に
お
い
て
進
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
m）
こ
う
し
た
中
央
と
地
方
議
会
と
の
系
列
化
は
、
右
の
棲
井
論
文
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
政
党
を
中
核
と
し
て
だ
け
で
な
く
中
選
挙
区

制
下
に
生
じ
や
す
い
代
議
士
個
人
を
頂
点
と
す
る
系
列
化
も
進
行
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
、
か
か
る
観
点
か
ら
の
実
態
解
明
に
つ
い
て
は
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
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（
印
）
全
候
補
者
の
中
で
、
二
大
政
党
候
補
者
の
占
め
る
割
合
が
、
第
一
六
回
で
七
一
%
、
第
一
七
回
で
七
七
%
、
第
一
八
回
で
八
九
%
と

高
く
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
を
象
徴
的
に
物
語
っ
て
い
た
（
拙
稿
「
第
一
六
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
中
選
挙
区
制
導
入
の
影

響
に
つ
い
て
」
）
。

第一六回衆議院議員選挙に関する一考察
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